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町政執行方針
　

令
和
3
年
第
1
回
町
議
会
定
例

会
の
開
会
に
あ
た
り
、
私
の
町
政

執
行
に
対
す
る
基
本
的
な
姿
勢
と

考
え
方
、
な
ら
び
に
令
和
３
年
度

予
算
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

早
い
も
の
で
、
私
が
町
長
に
就

任
し
て
か
ら
2
期
目
の
最
終
年
と

な
り
、
残
す
任
期
も
7
か
月
と
な

り
ま
し
た
。
町
政
を
預
か
っ
て
以

来
、
地
域
の
振
興
発
展
、
と
り
わ

け
基
幹
産
業
の
振
興
が
何
よ
り
も

重
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
後

継
者
の
育
成
と
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
精
力
的
に
町

政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
基
幹
産
業
で
あ
り

ま
す
酪
農
を
守
る
「
株
式
会
社 

青

年
舎
」
と
、
商
工
業
の
振
興
、
育

成
を
図
る
「
株
式
会
社 

木
蓮
」
の

二
つ
の
法
人
を
設
立
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
法
人

は
、
稼
げ
る
仕
組
み
を
構
築
し
な

が
ら
、
後
継
者
を
育
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

昨
年
1
月
に
日
本
国
内
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認

さ
れ
て
か
ら
1
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
世
界
で
猛
威
を
振
る
い
、

日
本
国
内
で
も
感
染
が
拡
大
し
て

深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
年

に
入
り
都
市
部
を
中
心
に
感
染
が

拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、
国
民
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
、
国
は
1
月

に
緊
急
事
態
宣
言
を
11

都
府
県
に

発
令
し
て
拡
大
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

感
染
拡
大
防
止
対
策
の
決
め
手

と
な
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
国
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、

4
月
下
旬
以
降
か
ら
高
齢
者
よ
り

順
次
接
種
す
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
町
内
医
療
機
関
と
連
携
し

て
、
万
全
な
接
種
体
制
を
確
保
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

上
八
雲
地
区
に
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
る
「
研
修
牧
場
」
は
、
八

雲
町
の
酪
農
発
展
の
要
と
な
る
役

割
を
担
う
施
設
と
し
て
、
い
よ
い

よ
4
月
か
ら
乳
牛
を
収
容
し
て
の

営
農
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
八
雲

町
の
酪
農
を
守
り
育
て
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献

す
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

低
迷
す
る
水
産
業
の
振
興
対
策

と
し
て
、
令
和
元
年
度
か
ら
開
始

し
た
北
海
道
初
の
サ
ー
モ
ン
海
面

養
殖
試
験
事
業
は
、
1
年
目
の
試

験
結
果
と
し
て
は
、
生
残
率
、
成

長
率
共
に
大
変
良
好
な
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
2
年
目
の
養
殖
試
験

は
、
収
容
尾
数
を
増
や
し
て
養
殖

を
開
始
し
て
お
り
、
事
業
化
に
向

け
て
養
殖
技
術
の
確
立
を
図
る
と

と
も
に
、「
北
海
道
二
海
サ
ー
モ

ン
」
を
八
雲
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
育

て
上
げ
る
た
め
、
知
名
度
向
上
と

販
路
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
奨
励
事

業
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
返
礼
品

割
合
を
3
割
に
堅
持
し
な
が
ら
も
、

24

億
5
千
万
円
の
寄
附
金
が
集
ま

り
ま
し
た
が
、
令
和
2
年
度
は
人

気
の
海
産
物
の
高
騰
に
よ
り
約
20

億
円
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
開
発
は

も
と
よ
り
、
引
き
続
き
全
国
に
向

け
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
幹
線
新
駅
の
開
業
を
見
据

え
、
駅
周
辺
は
も
と
よ
り
町
全
体

と
し
て
一
人
で
も
多
く
の
乗
降
客

が
増
え
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
た

な
産
業
や
観
光
資
源
の
創
出
、
ま

ち
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
図
る
た

め
、
近
年
、
急
速
に
発
展
し
て
い

る
ウ
イ
ス
キ
ー
市
場
に
着
目
し
、

ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
留
所
の
整
備
に
向

け
て
の
可
能
性
を
探
る
調
査
・
検

討
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
、
医
療
の
充
実
が
何

よ
り
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

八
雲
総
合
病
院
は
、
常
勤
内
科

医
師
の
不
足
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
依
然
と
し
て
収
束

し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
極
め

て
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
4
月
か
ら

は
内
科
医
師
5
名
体
制
と
耳
鼻
咽

喉
科
医
師
1
名
の
常
勤
化
が
図
ら

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
導
入
に

よ
る
効
果
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
経
営
健
全
化
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

熊
石
国
保
病
院
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
り
ま
す
が
、
医
師
2
名
体

制
に
よ
り
安
定
経
営
が
維
持
さ
れ

て
い
ま
す
。
老
朽
化
が
著
し
く
、

医
療
環
境
の
改
善
・
充
実
を
図
る

た
め
、
改
築
に
向
け
て
実
施
設
計

を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
信

頼
さ
れ
る
地
域
密
着
型
病
院
を
目

指
し
て
、
地
域
医
療
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
月
10
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
第
１

回
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
岩
村

町
長
が
、
令
和
3
年
度
の
町
政
執
行

方
針
と
予
算
編
成
概
要
を
述
べ
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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令和3年度

　

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
収
束
し
な
い
限
り
、
日

本
経
済
は
も
ち
ろ
ん
、
町
内
経
済

も
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
予
想
さ

れ
る
た
め
、
何
よ
り
も
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
町
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
覚
悟
で
あ

り
ま
す
。

　

現
下
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
を
鈍
化

さ
せ
、
目
指
す
べ
き
目
標
に
近
づ

く
た
め
に
は
、
多
く
の
困
難
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
、
町
民
と
議

会
、
行
政
が
互
い
に
知
恵
と
力
を

合
わ
せ
、
課
題
解
決
に
向
か
っ
て

進
む
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ

り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な

八
雲
町
実
現
の
た
め
、
議
員
な
ら

び
に
町
民
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

以
下
、
第
2
期
八
雲
町
総
合
計

画
の
基
本
目
標
ご
と
に
、
基
本
的

な
考
え
方
と
具
体
的
な
方
針
を
申

し
上
げ
ま
す
。

（
1
）
土
地
利
用
の
推
進

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
急

速
な
進
展
を
背
景
に
、
持
続
可
能

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た

め
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
と
し
た
立
地
適
正
化
計

画
の
推
進
に
あ
た
り
、
八
雲
中
心

市
街
地
の
整
備
指
針
で
あ
る
都
市

計
画
用
途
地
域
指
定
な
ど
を
規
定

す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

作
業
に
着
手
し
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
は
、
役
場
本
庁
舎

お
よ
び
公
民
館
等
の
耐
震
化
と
行

政
機
能
お
よ
び
公
共
施
設
の
集
約

化
、
新
た
な
防
災
拠
点
の
構
築
を

図
る
た
め
、
庁
舎
等
建
設
基
本
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
計
画
を
基
本
と

し
て
、
平
時
に
お
い
て
も
有
事
に

お
い
て
も
、
す
べ
て
の
人
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
庁
舎
の
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
は
、
昨
年
機
能
移

転
を
完
了
し
た
国
立
病
院
機
構
八

雲
病
院
お
よ
び
北
海
道
八
雲
養
護

学
校
の
跡
地
・
跡
施
設
の
取
得
に

向
け
、
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
2
）
自
然
環
境
の
保
全

　

自
然
の
豊
か
さ
に
恵
ま
れ
た
ま

ち
と
し
て
、
環
境
保
護
、
公
害
防

止
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
継
続
的

に
取
り
組
み
、
特
に
「
八
雲
町
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
に
基

づ
く
進
行
管
理
に
よ
り
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
と
、
省
エ

ネ
・
省
資
源
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ヒ
グ
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
有

害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
関
係
機
関
・
団
体
・
住
民

組
織
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
農
作

物
被
害
防
止
策
の
奨
励
、
猟
友
会

の
協
力
の
も
と
総
合
的
か
つ
安
全

性
を
重
視
し
た
対
策
を
実
施
し
て

い
く
と
と
も
に
、
ハ
ン
タ
ー
後
継

者
の
育
成
に
対
す
る
支
援
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
3
）
市
街
地
お
よ
び

集
落
の
環
境
整
備

　

道
道
の
整
備
で
あ
る
3
．
4
．

2
出
雲
通
街
路
に
対
し
て
は
、
早

期
完
成
へ
向
け
、
支
援
お
よ
び
予

算
確
保
の
要
請
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
工
事
に
お
い
て
は
、
雨
水

排
水
施
設
、
水
道
・
下
水
道
管
が

支
障
と
な
る
こ
と
か
ら
、
移
転
整

備
を
図
り
ま
す
。

　

町
営
住
宅
の
整
備
・
改
修
に
つ

い
て
は
、
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
き
、
令
和
3
年
度

は
、
引
き
続
き
出
雲
町
Ｃ
団
地
の

整
備
に
向
け
た
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。

　

空
家
対
策
の
解
消
に
つ
い
て

は
、
住
環
境
の
保
全
の
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
特
定
空
家
と
し
て
指
定

し
た
危
険
な
空
家
に
と
ど
ま
ら

ず
、
対
象
を
広
げ
、
そ
の
除
却
に

対
し
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
引
き

続
き
、
子
育
て
世
帯
の
空
家
取

得
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
支
援

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

航
空
自
衛
隊
八
雲
分
屯
基
地

は
、
町
の
振
興
に
さ
ま
ざ
ま
な
関

り
を
持
ち
、
災
害
時
に
お
け
る
支

援
活
動
を
は
じ
め
町
民
生
活
と
密

接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　

飛
行
場
を
有
す
る
特
性
か
ら
、

滑
走
路
の
修
繕
を
は
じ
め
と
す
る

施
設
の
整
備
拡
充
と
合
わ
せ
、
自

衛
隊
員
の
大
規
模
な
訓
練
適
地
と

し
て
の
有
効
活
用
や
新
た
な
部
隊

の
配
備
を
目
指
す
と
と
も
に
、
防

衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
の
制
度
拡

充
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
関
係

協
力
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
要
請

活
動
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

（
4
）
道
路
網
の
整
備

　

国
道
2
2
9
号
等
の
海
岸
沿
い

の
道
路
対
策
で
は
、
計
画
的
に
高

波
・
越
波
防
止
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
早
急
な

整
備
を
図
る
よ
う
、
関
係
機
関
に

強
く
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

国
道
5
号
お
よ
び
2
7
7
号
、

各
道
道
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
、
改
良
整
備
促
進
等
に
つ
い
て

関
係
機
関
へ
の
要
望
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。
特
に
、
北
海
道
新
幹

線
新
八
雲
（
仮
称
）
駅
か
ら
道
道
八

雲
北
檜
山
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

お
よ
び
八
雲
市
街
地
か
ら
新
駅
ま

で
の
路
線
整
備
、
ま
た
、
本
町
大

通
や
出
雲
通
の
街
路
整
備
に
つ
い

て
も
、
早
期
整
備
を
目
指
し
て
北

海
道
へ
の
要
望
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
経
年
の
劣

化
に
よ
る
損
傷
が
進
ん
で
い
る
路

線
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
計
画
的

に
道
路
改
良
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
橋
梁
に
つ
い
て
も
「
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画
」
に
基
づ

き
、
定
期
点
検
の
実
施
お
よ
び
維

持
管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
に
向
け
た

効
率
的
、
計
画
的
な
修
繕
に
よ

り
、
道
路
交
通
の
安
全
性
を
確
保

し
て
ま
い
り
ま
す
。

八
雲
の
自
然
と
調
和

す
る
安
心
・
安
全
な

都
市
基
盤
整
備

１
．
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（
5
）
交
通
体
系
の
整
備

　

北
海
道
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、

2
0
3
0
年
度
の
札
幌
開
業
に
向

け
た
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
、
沿
線
自
治
体
、
各

期
成
会
お
よ
び
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
普
及
・
啓
発
活
動
に
取

り
組
み
、
新
幹
線
建
設
工
事
の
円

滑
な
推
進
に
努
め
て
い
く
と
と
も

に
、
新
八
雲
（
仮
称
）
駅
の
周
辺
整

備
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
度
に

策
定
し
た
基
本
計
画
を
も
と
に
、

新
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
や
駐
車

場
、
そ
の
他
の
施
設
、
新
駅
か
ら

の
二
次
交
通
、
ソ
フ
ト
対
策
な

ど
、
具
体
的
な
内
容
の
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
八
雲

町
に
ふ
さ
わ
し
い
公
共
交
通
網
を

再
構
築
す
る
「
八
雲
町
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
」
に
基
づ
き
、

令
和
2
年
10

月
か
ら
、
せ
た
な
町

と
共
同
で
檜
山
海
岸
線
（
太
田
〜

熊
石
）
に
お
け
る
予
約
バ
ス
の
運

行
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
展
す

る
中
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
生
活

に
必
要
な
移
動
手
段
の
確
保
は
重

要
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
八
雲
町
地
域
公
共
交
通
会
議

に
お
い
て
協
議
・
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
6
）
上
・
下
水
道
の
整
備

　

水
道
事
業
は
、
安
全
で
良
質
な

水
道
水
の
安
定
的
な
供
給
、
安
定

経
営
に
向
け
て
「
八
雲
町
水
道
事

業
ビ
ジ
ョ
ン
」「
経
営
戦
略
」
に
基

づ
き
、
老
朽
化
し
た
配
水
管
の
更

新
お
よ
び
電
気
計
装
設
備
や
施
設

の
延
命
化
を
図
る
た
め
の
修
繕
等

を
行
う
ほ
か
、
中
長
期
的
な
視
点

に
立
ち
、
効
率
的
で
健
全
な
事
業

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
八
雲
（
仮
称
）
駅
へ
の

水
道
供
給
に
つ
い
て
、
井
戸
新
設

に
よ
る
水
源
確
保
の
可
能
性
を
調

査
す
る
た
め
、
新
駅
周
辺
に
お
け

る
深
層
地
下
水
電
気
探
査
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

熊
石
地
域
簡
易
水
道
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
な
水
道
老
朽
管
の
更

新
お
よ
び
浄
水
場
等
の
機
械
設
備

の
更
新
を
行
い
、
安
心
・
安
全
な

水
の
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
八
雲

下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化

事
業
が
完
了
し
ま
し
た
が
、
引
き

続
き
、
八
雲
浄
化
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
熊
石
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

は
、
落
部
地
区
排
水
処
理
施
設
の

長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
計
画
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
整
備
区
域
外
に

つ
い
て
は
、
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、

生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、

合
併
処
理
浄
化
槽
に
よ
る
水
洗
化

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

真
萩
ポ
ン
プ
場
に
つ
い
て
は
、

令
和
2
年
度
改
定
し
た
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
き
、
効
率
的
な
修
繕

に
よ
る
延
命
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
令
和
3
年
度
は
、
機
械
設

備
の
更
新
に
向
け
た
実
施
設
計
を

行
い
ま
す
。

（
7
）
ご
み
処
理
等
の
環
境
整
備

　

ご
み
を
資
源
と
し
て
活
用
す
る

「
ご
み
ゼ
ロ
社
会
」
の
実
現
は
、
長

年
の
課
題
で
あ
り
、
究
極
的
な
目

標
で
も
あ
り
ま
す
が
、
町
と
し
て
も

目
指
す
べ
き
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
は
、
家
庭
か
ら
で
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
全
般
を
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
」
と
し
て
一
括

回
収
を
2
0
2
2
年
度
以
降
の
施

行
を
目
指
し
て
お
り
、
町
も
ご
み

減
量
化
お
よ
び
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
し
、
循
環
型
社
会
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
が
、

「
ご
み
ゼ
ロ
社
会
」
を
目
指
す
た
め

に
は
、
町
民
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き
啓

発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
汚
水
・
し
尿
・
浄
化
槽

汚
泥
の
一
元
処
理
を
行
う
た
め
整

備
し
た
汚
水
処
理
施
設
共
同
整
備

事
業
（
ミ
ッ
ク
ス
事
業
）
は
、
引
き

続
き
適
正
な
管
理
運
営
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

（
8
）
緑
化
・
環
境
美
化
の
推
進

　

年
間
お
よ
そ
67

万
人
が
訪
れ
る

道
立
公
園
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー

ク
は
、
美
し
く
、
楽
し
く
、
そ
し

て
安
全
な
公
園
と
し
て
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
充
実
を
図
り
、
よ
り
多

く
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
利
用
促
進
と
管
理
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
内
の
各
公
園
に
つ
い
て
は
、

専
門
業
者
に
よ
る
遊
具
な
ど
の
定

期
的
な
点
検
整
備
を
実
施
し
、
各

町
内
会
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

安
全
か
つ
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
9
）
防
犯
・
交
通
安
全
の
推
進

　

街
頭
に
お
け
る
交
通
安
全
指
導

や
交
通
安
全
教
室
等
を
通
じ
て
、

幼
児
や
高
齢
者
、
児
童
・
生
徒
等

に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
を
推
進

し
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

る
と
と
も
に
、
高
齢
者
等
の
免
許

証
の
自
主
返
納
を
促
進
す
る
た
め
、

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ
の
支

援
を
継
続
し
、
交
通
事
故
の
減
少

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
全
体
の
防
犯
意
識

を
高
揚
さ
せ
、
犯
罪
の
未
然
防
止

を
図
る
た
め
、
防
犯
協
会
や
自
主

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な
ど
の
関
係

団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
パ

ト
ロ
ー
ル
活
動
や
街
頭
啓
発
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

年
々
、
複
雑
化
・
巧
妙
化
し
て

い
る
特
殊
詐
欺
や
悪
質
商
法
な
ど

の
消
費
者
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
に
よ

り
、
町
民
へ
の
啓
発
活
動
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
消
費
生
活
相
談

体
制
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
10
）
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

　

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
消
防
力
の
充
実
強
化
が
必
要

で
あ
り
、
消
防
車
両
や
消
防
資
機

材
、
消
防
水
利
を
計
画
的
に
更
新

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
3
年
度
は
、
最
新
の

消
防
指
令
設
備
に
更
新
し
、
よ
り

的
確
な
災
害
対
応
を
図
り
、
通
信

指
令
業
務
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
防
災
の
中
核
的
存
在
で
あ

る
消
防
団
員
の
被
服
や
安
全
装
備

品
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
短
期

人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
福
利
厚
生

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

消
防
団
へ
の
加
入
促
進
も
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

令和3年度
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近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
救
急
・

救
助
に
対
応
す
る
た
め
、
消
防
学

校
や
病
院
で
の
専
門
的
教
育
、
各

種
講
習
会
を
受
講
し
、
消
防
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
救
命

率
の
向
上
と
感
染
防
止
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

火
災
予
防
等
の
推
進
は
、
各
事

業
所
等
に
お
け
る
防
火
講
習
会
や

避
難
訓
練
を
実
施
し
、
防
災
意
識

の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
防
火
訪
問
を

継
続
実
施
し
、
さ
ら
に
は
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
未
設
置
に
対
す

る
設
置
指
導
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
11
）
防
災
体
制
の
強
化

　

近
年
の
異
常
気
象
が
、
各
地
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の

防
災
に
関
す
る
知
識
の
向
上
お
よ

び
防
災
体
制
の
見
直
し
が
急
務
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
や
業
務
継
続
計
画
の
策
定

等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
手

段
の
確
保
は
、
八
雲
地
域
で
の
戸

別
受
信
機
の
整
備
な
ど
、
確
実
に

情
報
が
伝
わ
る
手
段
を
引
き
続
き

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
時
備
蓄
品
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
災
害
時
に
設
置
す
る
避
難

所
に
お
け
る
感
染
症
対
策
用
品
等

を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

河
川
お
よ
び
排
水
路
に
つ
い
て

は
、
現
況
施
設
の
状
況
を
把
握

し
、
適
正
な
維
持
管
理
と
計
画
的

な
修
繕
の
実
施
を
進
め
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

熊
石
地
域
で
は
、
令
和
2
年
度

に
全
戸
配
布
を
行
っ
た
総
合
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
防
災
意
識

の
啓
発
効
果
を
推
進
し
、
地
域
防

災
力
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
1
）
農
林
業
の
振
興

　

地
域
経
済
の
基
礎
を
担
う
農
業

の
持
続
的
発
展
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
農
業
を
産
業
と
し
て
強
く
し

て
い
く
た
め
の
産
業
政
策
と
、
農

業
・
農
村
が
有
す
る
多
面
的
機
能

の
維
持
・
発
揮
の
た
め
の
地
域
政

策
を
車
の
両
輪
と
し
て
、
国
や
北

海
道
の
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し

な
が
ら
、
生
産
者
と
関
係
機
関
、

団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
農
地
の
利
用
集

積
を
図
り
な
が
ら
、
農
業
基
盤
の

整
備
や
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
体
ご
と

の
生
産
拡
大
と
所
得
の
増
加
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導

入
加
速
化
等
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

地
域
の
農
業
担
い
手
の
育
成
・

確
保
対
策
は
、
本
年
4
月
に
本
格

稼
働
い
た
し
ま
す
「
株
式
会
社 

青

年
舎

大
関
牧
場
」
を
核
と
し
て
、

新
規
就
農
研
修
生
の
受
け
入
れ
、

短
期
研
修
事
業
等
、
酪
農
畜
産
の

み
な
ら
ず
、
幅
広
く
地
域
農
業
の

振
興
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市

構
想
に
基
づ
い
た
家
畜
ふ
ん
尿
処

理
対
策
お
よ
び
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

の
有
効
利
用
に
よ
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
、
家
畜
衛
生
対
策

の
強
化
、
新
規
農
作
物
の
導
入
お

よ
び
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
も

継
続
し
て
進
め
る
と
と
も
に
、
地

域
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
消

費
拡
大
対
策
等
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
資
源

の
有
効
活
用
の
み
で
は
な
く
、
二

酸
化
炭
素
吸
収
や
治
山
・
治
水
の

環
境
対
策
を
担
う
重
要
な
資
産
と

位
置
づ
け
、
民
有
林
や
町
有
林
の

適
正
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、

森
林
認
証
制
度
の
積
極
的
な
活

用
、
森
林
へ
の
理
解
を
深
め
る
木

育
活
動
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
林
業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
森
林
環
境
譲
与
税

に
よ
る
未
整
備
森
林
対
策
、
公
共

建
築
物
な
ど
で
の
地
域
材
利
用
の

拡
大
、
林
業
経
営
・
管
理
の
集
約

化
、
機
械
化
を
通
じ
た
効
率
的
な

森
林
整
備
、
多
様
な
担
い
手
対
策

の
検
討
、
生
産
基
盤
と
し
て
の
路

網
整
備
等
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で

の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
2
）
水
産
業
の
振
興

　

町
の
水
産
業
の
現
状
は
、
主
力

で
あ
る
ホ
タ
テ
養
殖
漁
業
は
、
若

干
、
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

引
き
続
き
稚
貝
の
生
育
不
良
や
へ

い
死
が
発
生
し
て
お
り
、
ホ
タ
テ

養
殖
漁
家
の
経
営
を
ひ
っ
迫
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
ホ
タ
テ

の
取
引
価
格
も
下
落
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
は
、
八
雲
地
域
の
み

な
ら
ず
、
噴
火
湾
全
域
で
の
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
関
係
自
治
体
を
は
じ
め
噴
火

湾
内
各
漁
業
協
同
組
合
と
連
携

し
、
情
報
の
共
有
を
図
り
、
ホ
タ

テ
ガ
イ
の
安
定
生
産
に
向
け
た
海

洋
環
境
の
変
化
や
ザ
ラ
ボ
ヤ
な
ど

有
害
生
物
へ
の
対
応
、
生
育
阻
害

要
因
の
原
因
究
明
や
対
策
な
ど
に

つ
い
て
協
議
を
続
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

漁
船
漁
業
に
お
い
て
は
、
依
然

と
し
て
イ
カ
や
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の

不
漁
が
続
い
て
お
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

か
ら
ほ
と
ん
ど
の
魚
種
に
お
い
て

価
格
も
低
迷
し
て
お
り
、
今
後
も

予
測
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
秋
サ
ケ
に
つ
い
て

は
、
全
道
的
な
不
漁
の
た
め
取
引

価
格
は
4
割
ほ
ど
上
昇
し
た
も
の

の
、
前
年
と
比
べ
8
割
程
度
の
漁

獲
量
と
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、
大
変
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
回
遊
資
源
の
回
復
や
生

産
増
大
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
安
定
生
産
に
向
け
た

資
源
づ
く
り
と
資
源
管
理
を
進
め

る
と
と
も
に
、
沿
岸
の
コ
ン
ブ
や

ナ
マ
コ
、
ウ
ニ
な
ど
磯
根
資
源
の

増
大
を
図
る
た
め
、
関
係
漁
業
協

同
組
合
と
連
携
し
、
各
種
実
証
試

験
、
漁
場
造
成
、
適
地
移
植
事
業

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

八
雲
の
豊
か
な
資
源

を
活
用
し
た
産
業
振

興

2
．
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道
内
初
の
取
り
組
み
で
あ
る

サ
ー
モ
ン
海
面
養
殖
試
験
事
業

は
、
3
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
熊
石
地
域
に
大
型
の
サ
ー
ク

ル
型
イ
ケ
ス
1
基
を
新
た
に
整
備

し
、
本
格
的
な
操
業
を
見
据
え
た

試
験
を
行
い
、
サ
ー
モ
ン
養
殖
技

術
の
向
上
と
生
産
の
拡
大
を
目
指

す
と
と
も
に
、
事
業
化
を
図
る
う

え
で
重
要
と
な
る
種
苗
の
生
産
確

保
に
つ
い
て
も
、
令
和
3
年
度
中

に
具
体
的
な
整
備
方
針
を
掲
げ
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ー
モ
ン
の
生
産
能
力

の
向
上
に
あ
わ
せ
、
サ
ー
モ
ン
の

ブ
ラ
ン
ド
化
と
知
名
度
の
向
上
を

図
る
た
め
、「
北
海
道
二
海
サ
ー
モ

ン
事
業
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上

げ
、
安
心
・
安
全
に
つ
な
が
る
養

殖
管
理
手
法
の
研
究
や
市
場
調

査
、
各
種
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
な

ど
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
体
的

に
推
進
す
る
体
制
を
整
え
、
北
海

道
サ
ー
モ
ン
発
祥
の
地
と
し
て
産

地
形
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
担
い
手
や
漁
業
就
労

者
対
策
、
水
産
加
工
業
の
振
興
の

ほ
か
、
漁
港
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
関
係
漁
業
協
同
組
合
と
十
分

に
協
議
を
重
ね
、
漁
船
の
大
型
化

へ
の
対
応
や
港
内
で
の
増
養
殖
事

業
の
推
進
な
ど
、
漁
港
の
機
能
強

化
と
効
率
化
に
向
け
、
国
お
よ
び

北
海
道
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
3
）
商
工
業
の
振
興

　

令
和
2
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
飲
食

業
、
宿
泊
業
を
皮
切
り
に
関
連
業

種
な
ど
へ
の
波
及
に
よ
っ
て
、
町

内
の
商
工
事
業
者
の
痛
手
は
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
感
染
症
の
状
況
を

見
据
え
な
が
ら
、
経
営
支
援
と
し

て
の
利
子
・
保
証
料
の
補
給
、
一

時
対
策
と
し
て
の
各
種
応
援
金
の

給
付
、
需
要
喚
起
と
し
て
の
商
品

券
の
販
売
と
い
っ
た
対
策
を
講
じ

て
き
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
度
に
お
い
て
も
、
ま

ず
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
伴
う
町
内
事
業
者
の
経
営
環

境
の
悪
化
へ
の
対
応
を
支
援
す
る

こ
と
が
、
最
重
要
課
題
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
内
事
業
者
を
は

じ
め
町
内
経
済
全
体
の
状
況
の
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
の
施
策
執
行
に
よ
っ
て
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
事
業
者

そ
れ
ぞ
れ
に
き
め
細
か
く
届
く
対

策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
や
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
目
指
し
て
業
態
を
変
え
る
な
ど

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
う
事
業
者
へ

の
応
援
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
4
）
観
光
の
振
興

　

観
光
に
関
連
す
る
業
種
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
の
ま
さ
に
中
心
点
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、レ
ジ
ャ
ー
客

を
主
な
客
層
と
す
る
温
泉
旅
館
等

の
ダ
メ
ー
ジ
を
緩
和
す
べ
く
、
対
策

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
症
の
終
息
後
に
は
、

観
光
に
よ
る
経
済
効
果
が
高
ま
る

と
と
も
に
、
北
海
道
新
幹
線
の
札

幌
延
伸
も
迫
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
こ
と

な
く
、
観
光
を
産
業
と
し
て
持
続

さ
せ
る
た
め
の
基
盤
を
作
り
始
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
メ
イ
ン
と
な
り
ま
す
「
食
」
を

中
心
に
民
間
活
力
を
導
入
し
た
拠

点
作
り
を
具
体
化
さ
せ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

熊
石
地
域
の
道
南
休
養
村
は
、

キ
ャ
ン
プ
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
温

泉
、
川
遊
び
な
ど
豊
か
な
自
然
環

境
を
満
喫
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
で
す
が
、
利
用
者
が

充
実
し
た
余
暇
を
満
喫
で
き
る
よ

う
、
老
朽
施
設
の
改
修
の
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
普
及
な

ど
、
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
5
）
雇
用
の
創
出
と

　
　
　
　
　
　

雇
用
環
境
の
向
上

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
加

速
す
る
中
、
八
雲
町
に
お
け
る
産

業
の
担
い
手
不
足
、
町
外
へ
の
労

働
力
の
流
出
が
、
商
工
業
の
み
な

ら
ず
、
町
全
体
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

こ
の
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、

令
和
2
年
度
に
お
い
て
は
、
商
工

業
分
野
に
お
い
て
町
内
の
若
手
事

業
者
を
経
営
の
中
心
に
据
え
、
経

営
者
の
育
成
を
担
う
「
株
式
会
社 

木
蓮
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

試
行
錯
誤
で
基
盤
づ
く
り
を

行
っ
て
き
た
木
蓮
で
あ
り
ま
す

が
、
令
和
3
年
度
に
お
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
需
要
が
伸
び
て

い
る
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
誘
致
を
目
指
し
た
事
業

を
展
開
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め

て
お
り
、
町
と
し
て
も
八
雲
町
の

産
業
振
興
や
人
材
確
保
・
育
成
の

弾
み
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
、
積

極
的
に
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
に
お
け
る
青
年

舎
、
商
工
業
に
お
け
る
木
蓮
に
引

き
続
き
、
さ
ら
に
分
野
を
広
げ
て

産
業
の
担
い
手
を
育
て
る
た
め
の

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

（
6
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

　

活
用
し
た
産
業
の
振
興

　

令
和
2
年
度
に
発
足
し
た
新
政

権
に
お
い
て
も
、
脱
炭
素
社
会
を

目
指
す
こ
と
を
大
き
な
目
標
と
掲

げ
て
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
は
、
技
術
革
新
と
も
相
ま
っ

て
、一
層
大
き
な
社
会
の
流
れ
と
な

る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
ま
す
。

　

八
雲
町
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
恵
ま
れ
た
土

地
柄
で
も
あ
り
、
令
和
2
年
10

月

に
は
、
蓄
電
池
併
用
型
と
し
て
は

国
内
最
大
の
太
陽
光
発
電
所
が
稼

働
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
酪
農
の
ま
ち
、
八
雲
町

の
特
色
で
あ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電

も
増
加
し
て
お
り
、
研
修
牧
場
に

お
い
て
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

は
、
令
和
3
年
度
に
お
い
て
も
変

わ
ら
ず
、
重
点
政
策
と
し
て
位
置

付
け
、
民
間
活
力
の
活
用
や
連
携

に
よ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
や
蓄

電
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
の
確
保
に
つ

い
て
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
檜
山
沿
岸
に
お
け
る
洋

上
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
は
、

檜
山
各
町
な
ら
び
に
関
係
機
関
と

十
分
協
議
の
う
え
、
八
雲
町
と
し

て
推
進
の
立
場
で
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

令和3年度
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（
1
）
健
康
づ
く
り
の
促
進

　

「
八
雲
町
健
康
増
進
計
画
」
に
基

づ
き
、
健
康
づ
く
り
の
主
体
で
あ

る
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の

健
康
状
態
に
関
心
を
持
ち
、
具
体

的
な
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
、

生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
の
健
康
づ

く
り
教
室
や
地
区
健
康
教
室
等
を

通
じ
て
、
健
康
意
識
の
高
揚
と
知

識
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
・

改
善
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
町
民
ド
ッ
ク
や
特
定
健
診
、

各
種
が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
子

宮
頸
が
ん
お
よ
び
乳
が
ん
検
診
に

つ
い
て
は
、
一
定
年
齢
の
対
象
者

へ
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
て

受
診
勧
奨
を
行
う
と
と
も
に
、
胃

が
ん
お
よ
び
大
腸
が
ん
検
診
と
同

様
に
特
定
健
診
に
併
せ
て
実
施
す

る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
町

民
の
利
便
性
と
受
診
率
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
感
染

症
の
ま
ん
延
を
予
防
す
る
た
め
、
町

内
各
医
療
機
関
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
円
滑
な
接
種
が
実
施
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
2
）
医
療
体
制
の
充
実

　

八
雲
総
合
病
院
で
は
、
特
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
重

点
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
と
と
も
に
、
感
染
症
対
策
と

並
行
し
て
、
通
常
の
医
療
提
供
体

制
を
維
持
、
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

医
師
確
保
で
は
、
内
科
お
よ
び

耳
鼻
咽
喉
科
常
勤
医
師
確
保
の
見

通
し
と
な
っ
た
も
の
の
、
脳
神
経

外
科
医
師
が
非
常
勤
体
制
と
な
っ

た
た
め
、
引
き
続
き
、
医
師
確
保
を

最
優
先
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
か
ら
2
年
間
、
経

営
改
善
の
た
め
導
入
し
た
医
療
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
病
棟
機

能
の
転
換
な
ど
抜
本
的
な
改
革
に

取
り
組
み
、
大
き
な
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
引
き

続
き
、
各
種
施
策
の
進
行
管
理
を

適
切
に
行
い
、
経
営
健
全
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院

と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て

受
診
し
て
い
た
だ
け
る
病
院
づ
く

り
を
、
院
長
と
共
に
私
が
先
頭
に

立
ち
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

熊
石
国
保
病
院
は
、
住
み
慣
れ

た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
る
「
地
域
の
か
か
り

つ
け
病
院
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
が
、
建
物
の
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
建
て
替
え

に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
3
年
度
は
、

実
施
設
計
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
熊
石
地
域

に
お
け
る
唯
一
の
病
院
と
し
て
、

地
域
医
療
の
確
保
と
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
3
）
地
域
福
祉
の
促
進

　

高
齢
者
や
障
が
い
を
持
つ
方
が

安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
、
身
近
な
地
域
の
住

民
同
士
が
、
お
互
い
を
思
い
や
り

支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
絆
を
深

め
る
た
め
の
声
掛
け
や
見
守
り
が

推
進
さ
れ
る
よ
う
、
町
内
会
や
民

生
委
員
協
議
会
等
関
係
団
体
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
を
図
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
各
種
活
動
や
相
談
、
人
材
確
保

の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
4
）
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　

町
の
高
齢
化
率
は
35

％
を
超

え
、
今
後
も
高
齢
化
の
進
展
が
見

込
ま
れ
る
中
、
令
和
2
年
度
に

「
八
雲
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
第
8
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」
を
策
定
し
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
安
心

し
て
健
や
か
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
地
域
社
会
を
目
指
し
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
た

め
、
住
民
主
体
の
通
い
の
場
の
創

出
と
定
着
の
支
援
、
ま
た
地
域
で

の
支
え
合
い
と
高
齢
者
の
社
会
参

加
等
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
生
活
支
援
の
担
い
手
の
養
成

に
よ
る
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
増
加
に
伴

い
、
認
知
症
高
齢
者
も
増
え
て
く

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
認

知
症
に
対
す
る
普
及
啓
発
を
は
じ

め
と
し
た
認
知
症
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
繋
が
っ
て
い
な
い
方
な
ど
に
対

し
て
の
個
別
訪
問
や
八
雲
町
の
健

康
課
題
を
抽
出
し
、
運
動
・
栄

養
・
口
腔
ケ
ア
等
フ
レ
イ
ル
予
防

に
関
わ
る
健
康
教
育
・
相
談
等
を

通
い
の
場
で
実
施
す
る
な
ど
、
き

め
細
や
か
な
保
健
事
業
と
介
護
予

防
を
一
体
的
に
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
5
）
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

強
化

　

子
育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口
で

あ
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
育
児
相
談
を
は
じ
め
、
子
育

て
サ
ー
ク
ル
の
育
成
や
交
流
事

業
、
未
就
学
児
の
一
時
預
か
り
事

業
な
ど
を
展
開
し
、
保
護
者
に
喜

ば
れ
る
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努

め
る
と
と
も
に
、
不
登
校
や
ひ
き

こ
も
り
の
子
ど
も
と
若
者
、
そ
の

家
族
に
対
す
る
支
援
の
ほ
か
、
児

童
虐
待
の
早
期
発
見
と
早
期
介
入

に
努
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に

よ
り
、
児
童
が
安
全
か
つ
健
全
に

育
成
さ
れ
る
よ
う
訪
問
・
見
守
り

活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

発
達
の
遅
れ
や
障
が
い
の
あ
る

児
童
と
そ
の
家
族
の
支
援
に
あ

た
っ
て
は
、
子
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
関
係

機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
発
達

相
談
や
療
育
事
業
の
充
実
に
努

め
、
児
童
の
成
長
過
程
な
ど
に
あ

わ
せ
た
適
切
な
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
表
面
上
わ
か
り

づ
ら
い
発
達
障
が
い
の
特
性
を
正

し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

講
演
会
な
ど
も
開
催
し
て
ま
い
り

ま
す
。

誰
も
が
い
き
い
き
暮

ら
せ
る
健
康
・
医
療

・
福
祉
の
推
進

3
．

令和3年度
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少
子
化
に
よ
り
児
童
数
は
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
共
働
き
世
帯
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
こ
れ

ら
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
子
育

て
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
6
）
障
が
い
者
福
祉
の
推
進

　

八
雲
町
障
害
者
計
画
で
は
、

「
差
別
や
偏
見
が
な
く
だ
れ
も
が

平
等
に
共
に
生
き
る
ま
ち
」「
安

全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
ま
ち
」「
社
会
の
一
員

と
し
て
自
立
し
成
長
で
き
る
ま

ち
」
の
3
つ
を
基
本
理
念
と
し
て

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
障

が
い
者
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
生
活
支
援

事
業
の
充
実
お
よ
び
利
用
の
促
進

に
努
め
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る

支
援
の
基
本
と
な
る
相
談
支
援
を

積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
経
済
的
自

立
や
社
会
参
加
促
進
の
観
点
か

ら
、
就
労
支
援
事
業
所
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、
障
が
い
者
本
人
の

希
望
や
能
力
に
合
わ
せ
、
福
祉
的

就
労
や
一
般
就
労
に
向
け
た
個
別

支
援
の
体
制
強
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
障
が
い
者
等
の
高
齢

化
、
重
度
化
や
親
亡
き
後
を
見
据

え
、
緊
急
時
の
受
入
体
制
な
ど
、

地
域
生
活
支
援
拠
点
の
機
能
の
充

実
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
協
議

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
未
来
を

自
立
的
に
生
き
抜
き
、
主
体
的
に

社
会
の
形
成
に
参
画
す
る
た
め
の

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
、

教
育
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会

を
支
え
て
い
く
人
材
を
育
む
た
め

に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
持
て
る
力

を
し
っ
か
り
と
高
め
、
八
雲
町
で

育
っ
た
こ
と
に
自
信
と
誇
り
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
層
効

果
的
な
施
策
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、「
八
雲

町
教
育
目
標
」
を
共
通
理
念
と
し
、

「
第
2
期
八
雲
町
総
合
計
画
」
に

基
づ
き
、
教
育
委
員
会
と
の
密
接

な
連
携
に
よ
り
学
校
教
育
・
社
会

教
育
の
質
の
向
上
と
生
涯
学
習
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
時
代
の

変
化
に
即
応
し
た
教
育
環
境
の
整

備
と
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
1
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
交

流
の
促
進

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
的

存
在
で
あ
る
町
内
会
組
織
活
動
へ

の
支
援
を
は
じ
め
、
地
域
と
行
政

が
連
携
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
令

和
3
年
度
に
お
い
て
は
、
相
沼
地

区
地
域
会
館
の
新
築
工
事
を
実
施

し
、
地
域
の
方
々
の
活
動
拠
点
と

な
る
会
館
の
整
備
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
都
市
部
か

ら
地
方
へ
の
移
住
の
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
町
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
産
業

体
験
を
組
み
合
わ
せ
た
短
期
生
活

体
験
事
業
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
移
住
・
定
住
政
策
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
術
機
関
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
継
続
し
て
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
産
業
の
活
性
化
を
は

じ
め
地
域
課
題
の
解
決
や
交
流
人

口
の
拡
大
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
2
）
住
民
参
画
の
推
進

　

八
雲
町
自
治
基
本
条
例
の
も

と
、
町
民
・
議
会
・
行
政
が
互
い

に
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を

共
有
す
る
と
と
も
に
、
町
民
参
加

に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
町
民
主
体
の
自
治
の
実
現

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
2
次
八
雲
町
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
の
基
本
方
針
に

沿
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
町
民
が

大
切
に
さ
れ
る
優
し
い
ま
ち
を
め

ざ
し
、
具
体
的
な
事
業
に
お
い
て

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
3
）
情
報
・
広
報
体
制
の
充
実

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク

や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
と
い
っ
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
た
な
日
常
へ

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
中
、

国
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に

向
け
て
積
極
的
な
改
革
を
推
進
す

る
「

デ

ジ

タ

ル

・

ト

ラ

ン

ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
」
を

掲
げ
、
と
り
わ
け
住
民
に
身
近
な

行
政
を
担
う
自
治
体
に
お
け
る
Ｄ

Ｘ
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
創
設
予
定
の
「
デ
ジ
タ
ル

庁
」
な
ど
の
動
向
も
注
視
し
な
が

ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
促
進
や
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
住
民
の
利
便
性
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
Ａ
Ｉ

等
の
活
用
、
自
治
体
の
情
報
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
に
よ
る
業
務
効
率

化
を
進
め
、
人
的
資
源
を
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
繋

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
全
域
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

令
和
3
年
度
末
に
は
供
用
開
始
と

な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
今

後
、
町
内
会
や
関
係
機
関
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
広
報
周
知
・
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も

に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
住
民
福

祉
の
向
上
、
産
業
の
活
性
化
な
ど

に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
一

つ
で
あ
る
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
に
努
め
、
町
民
へ
の
情

報
発
信
、
情
報
共
有
の
推
進
を
図

る
と
と
も
に
、
町
民
と
の
意
見
交

換
の
場
を
設
け
、
そ
の
意
見
や
提

案
を
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
に
反
映

す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

八
雲
の
自
立
を
実
現

す
る
協
働
と
行
財
政

運
営

5
．

ふ
る
さ
と
を
築
く
教

育
の
充
実
と
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

4
．

令和3年度
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歳入総額
141億

3，200万円
（100％）

町税
20億971万円
（１4.2％）

 の予算
一般会計141億3,200万円

町民１人当たり

902，715円

　

新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
地
方
の
厳
し
い

経
済
情
勢
や
、
国
の
地
方
財
政
対

策
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
財
政

健
全
化
路
線
を
堅
持
し
つ
つ
、
町
総

合
計
画
の
着
実
な
実
現
に
向
け
そ

の
具
体
化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

特
に
、
令
和
３
年
度
は
、
熊
石
地

域
会
館
整
備
事
業
の
ほ
か
、
サ
ー
モ

ン
養
殖
試
験
事
業
、
道
路
橋
長
寿

命
化
事
業
、
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
の
無
料
化
な
ど
を
予
算
措
置

し
、
強
い
産
業
構
造
と
安
全
で
安

心
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、一
般
会
計
、
特
別
会

計
お
よ
び
企
業
会
計
を
含
め
た
予

算
総
額
は
、
２
８
２
億
６
，
６
１
８

万
３
千
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初

予
算
額
と
比
較
し
、
６
億
４
，
１
９

４
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
編
成
の
概
要

一般会計歳入

地方交付税
48億5,266万円（34.4％）

分担金及び負担金
4,359万円（０．3％）

使用料及び手数料
2億6,765万円（1．9％）

財産収入
3,970万円（０．3％）

繰越金
１，０００万円（０．１％）

諸収入
3億9,717万円（2．8％）

国庫支出金
8億8,369万円

（6.3％）

道支出金
6億8,649万円

（4.9％）

町債
10億6,260万円

（7.5％）

その他収入
6億1,523万円（4．3％）

繰入金
20億1,351万円

（14.2％）

依存財源合計
81億67万円
（57.4％）

自主財源合計
60億3,133万円

（42.6％）

寄附金
12億5，000万円

（8．8％）

一般会計歳出
予備費
６００万円（０．1％）

議会費
7，398万円（０．5％）

総務費
25億8,681万円

（18.3％）

衛生費
22億2,087万円

（１5.7％）

労働費
5,523万円（０．4％）農林水産業費7億5,225万円（5.3％）

商工費 3億4,881万円（2.5％）

消防費
2億5,986万円

（1．8％）

教育費
6億9,017万円

（4.9％）

災害復旧費
1万円

（０．0％）

公債費
14億9,141万円

（10.6％）

諸支出金
1,821万円

（０．1％）

職員費
18億9,621万円

（１3.4％）

民生費
24億2,618万円

（１7.2％）

土木費
13億600万円（9.2％）

■一般会計

　町の会計の中心になるのが、一

般会計です。行政運営の基本的な

経費のすべてを計上したもので、町

行政の目的を達成するために必要

な経費を経理する会計です。行政

サービスのほとんどが、一般会計

でまかなわれています。

■特別会計

　特別会計は、町が特定の事業を

行う場合や特定の収入を特定の支

出に充て一般の歳入と区分して経

理する必要がある場合など、一般

会計とわけて設置される会計のこ

とです。

■企業会計

　企業会計は、独立採算性を原則

とする企業的色彩の強い事業を行

う場合に設置される会計で、公共

の福祉を目的とするとともに企業

の経済性も求められます。
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歳出総額
141億

3，200万円
（100％）



町民１人当たりが納める税金は

128,375円
※一般会計予算額を令和3年2月末の住民基本台帳人口15，655人で割った額です。

町民１人当たりに使われるお金は

902,715円

●町民1人当たりの収入と支出 （令和3年度一般会計予算）

町民税

町たばこ税 入湯税他

固定資産税 軽自動車税 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費

土木費 教育費 公債費 職員費 その他

44,993円

9,512円 102円

71,217円 2,551円 165,239円 154,978円 141,863円 48,051円 22,281円

83,424円 44,086円 95,267円 121,126円 26,400円

令和3年度会計別予算 （単位：万円）

まちづくり 
予算概要令和3年度

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

熊 石 地 域 簡 易 水 道

下 水 道

農 業 集 落 排 水

小 計

病 院

水 道

小 計

1,413,200

274,489

23,784

199,923

8,381

68,944

7,195

582,716

767,834

62,868

830,702

2,826,618

1,495,900

273,754

22,835

202,297

9,123

66,402

5,717

580,128

750,302

64,482

814,784

2,890,812

▲ 82,700

735

949

▲ 2,374

▲ 742

2,542

1,478

2,588

17,532

▲ 1,614

15,918

▲ 64,194

▲ 5.5

0.3

4.2

▲ 1.2

▲ 8.1

3.8

25.9

0.4

2.3

▲ 2.5

2.0

▲ 2.2

一　　　般　　　会　　　計

合　　　　　　　　計

会　　　計　　　別
令和3年度
予算額

令和2年度
予算額

増　減　額 増減率（％）

特　

別　

会　

計

企業会計

基金（貯金）の残高（一般会計）
平成29年度 平成30年度

78億8,883万円

令和元年度

86億6,322万円

令和2年度（見込）

97億9,889万円

地方債（借金）の残高（一般会計）
平成29年度 平成30年度

130億47万円

令和元年度

124億8,062万円

令和2年度（見込）

129億7,701万円 143億4,631万円

令和3年度（見込）

139億8,391万円

94億8,542万円

令和3年度（見込）

87億2,404万円
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冬期福祉手当給付事業 203万円

福祉タクシー助成事業 575万円

高齢者等入浴料助成事業 471万円

緊急通報体制等整備事業 214万円

高齢者等生活支援事業 429万円

高齢者スポーツ施設利用助成事業 79万円

熊石訪問介護事業所運営補助事業 440万円

介護サービス利用者負担軽減事業 842万円

介護従事者確保推進事業 265万円

熊石地域放課後子ども対策事業 171万円

子ども医療費助成事業 5,798万円

子どものための教育・保育給付事業 41,272万円

放課後児童健全育成事業 3,312万円

地域子育て支援事業 2,355万円

子ども発達支援センター運営事業 362万円

子育て世帯支援事業（保育料軽減） 1,617万円

中山間地域等直接支払事業 913万円

新規就農支援資金貸付事業 500万円

農業研修者家賃助成事業 72万円

経営所得安定対策事業 1,594万円

新規作物導入検討事業 232万円

道営草地畜産基盤整備事業 1,400万円

研修牧場整備事業 24,048万円

域学連携推進事業（北里大学） 25万円

多面的機能支払交付金事業 1,956万円

中山間地域総合整備事業 6,135万円

有害駆除対策事業 688万円

狩猟免許等取得費補助金 98万円

豊かな森づくり推進事業 2,184万円

町有林一般造林事業 5,321万円

町有林自力造林事業 398万円

森林経営管理事業 1,556万円

ホタテ貝養殖漁業経営安定対策事業 6,000万円

漁港整備事業 533万円

沿岸漁業経営改善調査研究事業 579万円

コンブ礁造成事業 1,300万円

日本海ニシン栽培漁業定着事業 210万円

ひやま地域サケ増殖事業 120万円

檜山ナマコ栽培漁業定着事業 500万円

熊石地域水産試験研究推進事業 759万円

サーモン養殖試験事業 3,504万円

北海道二海サーモン推進事業 258万円

企業誘致促進事業 4,670万円

中小企業育成資金貸付金 16,300万円

域学連携推進事業（上智大学） 50万円

中小企業等経営安定支援事業 1,093万円

町内産品需要喚起事業 252万円

八雲観光物産協会補助金 154万円

イベント事業補助金 410万円

道南休養村管理事業 845万円

新年交礼会開催事業 92万円

地域おこし協力隊配置事業 9,005万円

移住・定住促進事業 119万円

北渡島檜山4町地域連携推進事業 63万円

特定政策調査検討業務事業 830万円

地域公共交通網形成業務事業 154万円

北海道新幹線整備事業負担金 1,100万円

北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺水道整備事業 456万円

熊石総合支所庁舎改修事業 495万円

自動車運転免許証自主返納支援事業 246万円

地域会館整備事業 12,907万円

コミュニティ助成事業 588万円

ふるさと応援寄附金奨励事業 67,521万円

ふるさと応援寄附金積立金 120,000万円

企業版ふるさと応援寄附金奨励事業 1,030万円

域学連携推進事業(大谷大学) 24万円

まちづくりＰＲ事業 1,673万円

地域高校就学支援事業 663万円

災害備蓄品整備事業 212万円

戸籍総合システム機器更新事業 2,035万円

道南ドクターヘリ運航事業負担金 235万円

妊婦健康診査事業 828万円

高齢者等インフルエンザ予防接種事業 424万円

住民検診事業 105万円

脳検診事業 104万円

健康増進事業 1,699万円

がん検診推進事業 28万円

高齢者等肺炎球菌ワクチン予防接種事業 107万円

風しん追加的対策事業 400万円

高齢者保健事業と介護予防の一体的実施事業 2,673万円

患者輸送車管理事業 418万円

浄化槽設置整備事業 712万円

斎場修繕事業 635万円

病院事業会計繰出金 125,518万円

国民健康保険事業特別会計繰出金 21,275万円

ごみ減量化・資源化推進事業 189万円

リサイクルセンター修繕事業 758万円

最終処分場浸出水処理施設修繕事業 792万円

空家等対策事業 2,100万円

道路・側溝等維持改修事業 7,438万円

除雪機械整備事業 2,316万円

道路改良事業 10,000万円

道路橋長寿命化事業 13,400万円

ハシノスベツ川護岸整備事業 2,100万円

都市計画マスタープラン変更検討事業 376万円

道立噴火湾パノラマパーク管理運営事業 3,917万円

公園芝管理機械整備事業 403万円

都市公園等修繕事業 233万円

パークゴルフ場防球ネット増設事業 342万円

３・４・２出雲通排水路整備事業 3,450万円

真萩ポンプ場長寿命化事業 1,165万円

３・４・７本町大通融雪溝井戸浚渫事業 223万円

町営住宅建設事業 831万円

衛　生　費 22億2,087万円

商　工　費 3億4,881万円

土　木　費 13億600万円

総　務　費 25億8,681万円 民　生　費 24億2,618万円

農林水産業費 7億5,225万円
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救急・救助資機材整備事業 356万円

消火栓整備事業 142万円

消防自動車整備事業 3,662万円

消防通信施設等整備事業 7,656万円

消防格納庫整備事業 3,480万円

小中一貫型コミュニティースクール導入事業 47万円

外国語指導助手（ＡＬＴ）配置事業 1,162万円

読解力向上推進事業 146万円

教員住宅外壁等改修事業 790万円

小中学校ＩＣＴ教材整備事業 304万円

八雲中学校大規模改修事業 1,087万円

八雲山車行列補助金 245万円

八雲さむいべや祭り補助金 127万円

新八雲町史編さん事業 392万円

体育協会７０周年記念事業 63万円

各種スポーツ教室開催事業 88万円

北海道日本ハムファイターズ八雲後援会支援事業 91万円

旧熊石学校給食センター解体事業 3,903万円

子育て世帯支援事業（学校給食費無償化） 4,857万円

教　育　費 6億9,017万円 特別・企業会計 141億3,418万円

緊急就労対策事業 1,636万円

奨学金償還支援事業 220万円

特定健康診査等事業 1,499万円

簡易脳ドック検診助成事業 85万円

高齢者等インフルエンザ予防接種助成事業 180万円

高齢者等肺炎球菌予防接種助成事業 37万円

介護予防・生活支援サービス事業 3,119万円

熊石デイサービスセンター運営事業 3,656万円

熊石簡易水道浄水場整備事業 726万円

公共下水道整備事業 5,936万円

熊石地区特定環境保全公共下水道整備事業 954万円

落部地区農業集落排水施設整備事業 2,398万円

総合病院建設改良事業 13,776万円

　医療器械器具整備　11,268万円

　院内ネットワーク機器更新　2,508万円 

国保病院建設改良事業 9,252万円

　国保病院改築　6,997万円

　医療器械器具整備　2,255万円

水道施設整備事業 11,352万円
職　員　費 18億9,621万円

公　債　費 14億9,141万円

消　防　費 2億5,986万円 労　働　費 5,523万円

町営住宅入居者募集

【八雲地域】

※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。

※浴室欄に「風呂場」とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。

□詳しくは、建設課管理係または熊石総合支所地域振興課までお問い合わせください。

□申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに4月15日（木）までに、町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、

　町営住宅入居申込書および個人情報の収集に関する同意書を提出してください。

【熊石地域】 公営住宅の空き部屋を支障のない限り「みなし特定公共賃貸住宅（収入要件などを特定公共賃貸住宅まで拡大した住宅）」として入居が可能です。

H14他

S60他

H6

S57他

H8他

4

2

1

3

4

ユニットバス

風呂場

ユニットバス

風呂場

ユニットバス

１棟8戸重ね建（1Ｆ） 2LＤＫ 59.31G

１棟4戸重ね建（1Ｆ） 3LＤＫ 62.19G

１棟4戸重ね建（1Ｆ） 3LＤＫ 70.32G

１棟4戸重ね建（2F） 3LＤＫ 62.19G

１棟１０戸重ね建（1F） 3LDK 73.29G

16,100円

15,400円

18,800円

14,200円

21,500円

～

～

～

～

～

24,000円

22,900円

28,000円

21,100円

32,000円

折戸団地（熊石折戸町99－1）

相沼団地（熊石相沼町29－3）

泊川団地（熊石泊川町862－3）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

雲石団地（熊石雲石町243－1）

15,700円

16,900円

12,600円

14,100円

23,300円

25,200円

18,800円

21,000円

～

～

～

～

H11

S56

S53

H12

1

1

3

1

ユニットバス

風呂場

風呂場

ユニットバス

１棟１4戸重ね建（1F） 1LDK 74.70G

１棟6戸2階建 3DK 67.68G

１棟6戸2階建 3DK 63.86G

１棟１０戸重ね建（1F） 1LDK 78.14G

新栄町団地（栄町94－3）

出雲町A団地（出雲町60－6）

野田生団地（野田生463－1）

落部団地（落部839－2）

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 浴　室

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 浴　室家　　賃
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北
海
道
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、

2
0
1
6
年
3
月
に
新
青
森
〜
新

函
館
北
斗
間
が
開
通
し
、
今
年
で

開
通
5
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現

在
は
新
函
館
北
斗
〜
札
幌
ま
で
の

建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
八
雲
町
に
お
い
て
も
、
町
内

を
南
北
に
約
46

㎞
縦
断
す
る
形
で

新
幹
線
が
走
る
こ
と
に
な
り
、
ま

た
、
春
日
地
区
に
は
新
幹
線
の
駅

が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

2
0
3
0
年
度
の
開
業
に
向
け

て
新
幹
線
建
設
工
事
等
が
徐
々
に

進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
、

新
幹
線
関
係
の
状
況
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
工
事

　

八
雲
町
に
お
い
て
は
、
計
5
本

の
ト
ン
ネ
ル
（
ト
ン
ネ
ル
延
長
約

41

㎞
）
を
八
雲
管
内
9
工
区
と
八

北
海
道
新
幹
線
建
設
工
事
に

町
民
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
Y

北
海
道
新
幹
線
情
報
コ
ー
ナ
ー

雲
と
長
万
部
に
ま
た
が
る
1
工

区
、
計
10

工
区
に
分
け
て
工
事
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
各
工
区
の
進

ち
ょ
く
状
況
は
表
1
の
と
お
り
、

各
ト
ン
ネ
ル
の
位
置
は
図
1
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

八
雲
管
内
で
発
生
す
る
ト
ン
ネ

ル
掘
削
土
は
現
時
点
で
約
4
0
0

万
㎥
（
注
１
）
を
見
込
ん
で
お
り
、

う
ち
約
2
1
0
万
㎥
が
対
策
土
、

約
1
9
0
万
㎥
が
無
対
策
土
と
し

て
発
生
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
（
注
2
）
。

　

無
対
策
土
に
つ
い
て
は
、
主
に

土
地
の
地
盤
改
良
等
に
利
用
す
る

た
め
民
有
地
や
町
有
地
で
受
入
し

て
お
り
、
処
分
に
は
ほ
ぼ
目
途
が

付
い
て
い
る
状
況
で
す
（
注
3
）
。

　

対
策
土
に
つ
い
て
は
、
町
リ
サ

建
設
工
事
の
状
況

ト
ン
ネ
ル
掘
削
土
の

　
　

受
入
地
に
つ
い
て

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
近
く
の
町
有
地

で
令
和
元
年
10

月
よ
り
受
入
を
開

始
、
今
月
で
1
年
半
経
過
し
ま
す

が
、
安
全
に
受
入
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
で

は
、
既
に
受
入
を
し
て
い
る
町
有
地

の
隣
接
町
有
地
で
も
新
た
に
対
策

土
を
受
入
す
る
方
針
を
決
め
ま
し

た
（
図
2
）
。
こ
れ
で
対
策
土
の
受

入
確
保
量
は
2
か
所
合
わ
せ
て
、

約
93

万
㎥
（
全
体
の
約
４
割
）
と
な

り
ま
す
。
受
入
地
の
確
保
が
難
航

し
て
い
ま
し
た
が
、
関
係
者
皆
さ

ま
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
り
一
歩

前
進
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
で
は

さ
ら
な
る
対
策
土
受
入
地
確
保
に

向
け
て
、
町
内
数
か
所
で
環
境
調

査
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
環
境
な

ど
に
影
響
を
与
え
ず
安
全
に
受
入

出
来
る
と
い
う
結
果
が
出
た
場
合

は
、
関
係
者
皆
さ
ま
に
説
明
し
て

表１．各工区の進ちょく状況

渡島トンネル（上二股）

渡島トンネル（上ノ湯）他

二股トンネル外１箇所

磐石トンネル（北）他

祭礼トンネル他

野田追トンネル（南）他

野田追トンネル（北）他

立岩トンネル（立岩）他

立岩トンネル（山崎）

立岩トンネル（ルコツ）

4,540m

5,270m

3,115m

2,986m

1,980m

3,675m

4,490m

5,015m

4,960m

4,700m

40,731m

0m

1,144m

1,356m

0m

1,012m

2,740m

3,976m

4,236m

1,035m

2,018m

17,517m

0.0%

21.7%

43.5%

0.0%

51.1%

74.6%

88.6%

84.5%

20.9%

42.9%

43.0%

斜坑掘削中

横坑掘削中

八雲管内のみの値

令和３年２月１日現在

工　　区　　名

合　　　　計

総延長 掘削率本坑掘削延長 備　　考
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《
縦
覧
制
度
》

　

納
税
者
が
、
他
の
土
地
や
家
屋

と
比
較
し
て
価
格
が
適
正
で
あ
る

か
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
地
方
税
法
第
四
百
十
六
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
縦
覧
帳
簿
を
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

　

来
庁
さ
れ
る
際
は
、
運
転
免
許

証
等
、
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
縦
覧
期
間
】

　

4
月
1
日
（
木
）
〜

              

8
月
2
日
（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

【
縦
覧
時
間
】　

　

午
前
8
時
30

分
〜

                

午
後
5
時
15

分

【
縦
覧
内
容
】

○
家
屋

　

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

　

構
造
、
床
面
積
、
価
格

○
土
地

　

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

　

価
格

※
所
有
者
名
や
課
税
標
準
額
に
つ

い
て
は
、
開
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
縦
覧
場
所
】

・
財
務
課
課
資
産
税
係

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

【
縦
覧
で
き
る
人
】

　

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

の
納
税
者
ま
た
は
代
理
人

【
そ
の
他
】　

　

印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

代
理
人
の
方
は
、
委
任
状
が
必
要

で
す
。

《
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

閲
覧
制
度
》

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
や
借
地

人
、
借
家
人
は
、
関
係
す
る
土
地

や
家
屋
の
課
税
台
帳
に
つ
い
て
閲

覧
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
（
借
地

人
、
借
家
人
の
方
は
、
契
約
書
も

必
要
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
代
理
人
の
方
は
委
任
状

が
必
要
で
す
。

【
閲
覧
手
数
料
】

　

一
物
件
3
0
0
円
で
す
。

【
証
明
書
の
交
付
】

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
、
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
の
証

明
書
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
記
載
事
項
証
明
手
数
料

は
、
一
物
件
3
0
0
円
で
す
。

【
固
定
資
産
名
寄
帳
の
閲
覧
】

　

固
定
資
産
の
所
有
者
ご
と
に
ま

と
め
た
名
寄
帳
に
つ
い
て
も
課
税

台
帳
の
閲
覧
と
同
様
に
、
そ
の
納

税
者
・
所
有
者
は
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

《
固
定
資
産
評
価
証
明
書

の
交
付
》

　

不
動
産
登
記
用
に
使
わ
れ
る
固

定
資
産
評
価
証
明
書
に
つ
い
て

は
、
無
料
で
交
付
し
ま
す
が
、
交

付
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
法
務
局

登
記
官
の
印
を
押
し
た
書
面
が
必

要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
財
務
課
資
産
税
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
4

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

縦
覧
期
間
4
月
1
日
〜
8
月
2

日

固
定
資
産
税
の

情
報
開
示
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
税
は
、
賦
課
期
日

で
あ
る
4
月
1
日
現
在
の
登
録

に
基
づ
き
課
税
さ
れ
ま
す
。
廃

車
や
所
有
者
の
変
更
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
届
出
が
無
い

場
合
は
、
引
き
続
き
課
税
対
象

の
車
両
と
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
要

な
手
続
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し

ま
す
。

【
登
録
変
更
が
必
要
な
場
合
】

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変

更
登
録
）

・
自
動
車
等
を
売
買
し
た
時

（
移
転
登
録
）

・
自
動
車
等
を
使
用
し
な
く

な
っ
た
と
き
（
抹
消
登
録
）
な

ど
【
軽
自
動
車
税
の
対
象
車
両
】

　

軽
四
輪
車
、
自
動
二
輪
車
、

原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊

自
動
車　

な
ど

【
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

○
各
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
発
行

機
関

・
自
動
車
、
自
動
二
輪
、
軽
二

輪
な
ど
（
函
館
白
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
）

　

函
館
運
輸
支
局

　

☎
0
5
0
│
5
5
4
0
│
2
0
0
2

・
軽
四
輪
（
函
館
黄
色
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
）

　

軽
自
動
車
検
査
協
会

函
館
事
務
所

　

☎
0
5
0
│
3
8
1
6
│
1
7
6
4

・
そ
の
他
（
八
雲
町
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
な
ど
）

　

財
務
課
資
産
税
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
４

車
両
の
住
所
等
の
変
更
手
続
き
・

　
　

廃
車
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？
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〈
広
告
〉

　

軽
自
動
車
税
は
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
減
免

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
軽
自
動
車
】

・
身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
方
、

ま
た
は
障
が
い
の
あ
る
方
と
生

計
を
一
と
し
て
い
る
方
が
所
有

し
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め

（
通
院
、
通
学
等
）
に
使
用
さ
れ

る
軽
自
動
車

・
公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
軽
自
動
車

・
構
造
が
身
体
等
に
障
が
い
の
あ

る
方
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の

軽
自
動
車

※
障
が
い
者
1
人
に
つ
き
減
免
可

能
な
車
両
は
、
普
通
自
動
車
、

軽
自
動
車
含
め
1
台
の
み
で
す
。

【
減
免
の
対
象
と
な
る
障
が
い
の

　

範
囲
】

1
．
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方

2
．
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
お
り
、
障
が
い
の
区
分

が
左
記
の
項
目
に
該
当
す
る
方

3
．
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方

【
初
回
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
減
免
申
請
書

・
自
動
車
検
査
証
（
車
検
証
）

・
運
転
免
許
証
（
減
免
対
象
車
両

を
運
転
す
る
方
の
も
の
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
（
自
身
が

交
付
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の

手
帳
）

・
通
院
・
通
学
・
通
所
等
証
明
書

（
軽
自
動
車
の
所
有
者
と
運
転
者

が
異
な
る
場
合
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
財
務
課
資
産

税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
申
請
期
間
】

　

減
免
を
受
け
る
年
度
の
納
税
通

知
書
が
手
元
に
届
い
て
か
ら
納
期

限
（
5
月
末
日
）
ま
で
の
間
で
す
。

※
納
期
限
後
の
申
請
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
申
請
先
】

・
財
務
課
資
産
税
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
4

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

・
落
部
支
所

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
減
免
に
つ
い
て

障がいの程度

1級～4級

2級・3級

3級・5級

1級～3級

1級～6級

1級～3級・5級

1級～3級

1級～6級

1級・3級～4級

1級～4級

障がいの区分

視覚障害

聴覚障害

平衡機能障害

音声機能障害

上肢不自由

下肢不自由

体幹不自由

心臓機能障害

じん臓機能障害

呼吸器機能障害

ぼうこう・直腸機能障害

小腸機能障害

ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫機能障害

肝臓機能障害

3級（喉頭摘出による
音声機能障害がある
場合に限ります。）

乳幼児期以前の
非進行性脳病変
による運動機能

上肢機能

移動機能

確
定
申
告
期
限
お
よ
び
振
替

納
付
日
に
つ
い
て

　

令
和
2
年
分
の
確
定
申
告
期
限

は
4
月
15

日
（
木
）
で
す
。

　

申
告
期
限
が
近
づ
き
ま
す
と
、

確
定
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、e

-
T

a
x

を
利
用
し
た
お
早
め
の
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
振
替
納
付
日
に
つ
い
て

は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。

　

確
実
に
振
替
納
付
で
き
る
よ

う
、
振
替
納
付
日
の
前
日
ま
で
に

預
貯
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
確
定
申
告
期
限
の
4
月
15

日

（
木
）
ま
で
に
、
申
告
書
お
よ
び

「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」
を

提
出
し
な
い
と
、
振
替
納
税
を

ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

  　

国
税
の
納
付
は
、
次
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
が
便
利
で
す
。

◇
振
替
納
税

◇
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

◇
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン

ビ
ニ
納
付

　

期
限
内
に
納
付
で
き
な
か
っ
た

場
合
や
振
替
口
座
の
残
高
不
足
等

で
振
替
納
税
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
延
長
後
の
納
付
期
限
の
翌

日
か
ら
納
付
す
る
日
ま
で
の
期
間

に
つ
い
て
延
滞
税
が
か
か
り
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
税
務
署

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
1
4
8

八
雲
税
務
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

国
税
の
納
付
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で

Y

確定申告期限および振替納付日

税　目 確定申告期限

4月15日（木）

4月15日（木）

申告所得税

個人事業者の
消費税

振替納付日

5月31日（月）

5月24日（月）
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心
身
に
障
が
い
を
持
つ
方
や
高

齢
者
の
方
が
、
快
適
な
在
宅
生
活

を
送
る
こ
と
を
目
的
に
、
社
会
参

加
や
日
常
生
活
の
中
で
タ
ク
シ
ー

を
交
通
手
段
と
し
て
利
用
す
る
場

合
、
そ
の
料
金
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

【
対
象
者
】

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

町
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
（
4

月
〜
6
月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合

は
令
和
2
年
度
、
7
月
〜
翌
年
3

月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
は
令
和

3
年
度
の
課
税
状
況
）
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て

　

い
る
下
肢
・
体
幹
・
視
覚
・
内

　

部
障
が
い
の
1
〜
3
級
の
方

②
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
Ａ

　

判
定
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

　

所
持
し
て
い
る
1
・
2
級
の
方

④
満
80

歳
以
上
の
方

※
な
お
、
医
療
機
関
へ
入
院
中
の

　

方
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お

　

よ
び
老
人
保
健
施
設
に
入
所
中

　

の
方
は
、
退
院
・
退
所
後
に
手

　

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

　

「
特
定
滞
納
者
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
制
限
」
の
対
象
事
業
の
た

め
、
世
帯
の
中
に
制
限
を
受
け
て

い
る
方
が
い
る
場
合
は
、
助
成
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
助
成
金
額
】

・
年
額
1
0
，
0
0
0
円
以
内

※
申
請
月
に
よ
り
交
付
枚
数
が
変

　

わ
り
ま
す
。

・
4
〜
6
月
申
請

　

1
0
，0
0
0
円
分（
1
0
0
枚
）

・
7
〜
9
月
申
請　

　

7
，
5
0
0
円
分
（
75

枚
）

・
1
0
〜
1
2
月
申
請

5
，
0
0
0
円
分
（
50

枚
）

・
1
〜
3
月
申
請　

2
，
5
0
0
円
分
（
25

枚
）

※
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
右
記

の
半
分
が
交
付
枚
数
で
す
。

【
申
請
方
法
】

　

各
手
帳
、
申
請
者
の
印
鑑
（
代

理
申
請
の
場
合
は
、
代
理
で
窓
口

に
来
ら
れ
る
方
の
印
鑑
も
必
要
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
窓
口
】

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

・
住
民
生
活
課
社
会
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

・
相
沼
泊
川
出
張
所

【
取
扱
会
社
】

・
㈲
八
雲
ハ
イ
ヤ
ー

・
エ
ス
ジ
ー
ハ
イ
ヤ
ー
㈱

・
㈲
旭
ハ
イ
ヤ
ー

・
キ
ャ
ン
タ
ク

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
を

交
付
し
ま
す

令和4年3月31日

3
㈲八雲ハイヤー・
エスジーハイヤー㈱・
㈲旭ハイヤー・キャンタク

高
齢
者
等
入
浴
料
助
成
券
を

交
付
し
ま
す

　

町
で
は
、
在
宅
の
高
齢
者
や
心

身
に
障
が
い
を
持
つ
方
に
対
し
て

入
浴
を
通
じ
、
健
康
増
進
お
よ
び

身
体
機
能
の
維
持
向
上
を
図
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
入
浴
料
助

成
券
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
者
】　

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
満
65

歳
以
上
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳

　

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

を
所
持
し
て
い
る
方

※
な
お
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

お
よ
び
老
人
保
健
施
設
へ
入
所

中
の
方
、
医
療
機
関
へ
入
院
中

の
方
は
、
退
所
・
退
院
後
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
助
成
金
額
】
1
枚
2
0
0
円

【
交
付
枚
数
】
年
間
24

枚

（
4
月
中
に
申
請
し
た
場
合
）

※
申
請
月
に
よ
り
交
付
枚
数
は
異

な
り
ま
す
。

【
交
付
窓
口
】

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

・
住
民
生
活
課
社
会
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所
・
相
沼
泊
川
出
張
所

【
助
成
利
用
可
能
施
設
】

・
温
泉
旅
館
銀
婚
湯　

・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
温
泉
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
龍
園

・
温
泉
ホ
テ
ル
八
雲
遊
楽
亭

・
八
雲
温
泉
お
ぼ
こ
荘

・
見
市
温
泉
旅
館　

・
熊
石
ひ
ら
た
な
い
荘

・
和
の
湯

【
注
意
事
項
】

・
助
成
券
は
、
施
設
1
回
の
利
用

　

で
1
枚
と
し
ま
す
。

・
交
付
を
受
け
た
本
人
以
外
は
利

　

用
で
き
ま
せ
ん
。

・
不
正
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、

　

助
成
額
の
返
還
を
求
め
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。

・
各
施
設
の
利
用
時
間
、
定
休
日

　

な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1
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事
業
系
一
般
廃
棄
物
処
理

手
数
料
の
納
付
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い

　

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に

つ
い
て
、
八
雲
町
の
ご
み
収
集
運

搬
を
利
用
す
る
事
業
所
に
つ
い
て

は
、
町
条
例
に
基
づ
い
た
処
理
手

数
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

【
事
業
系
一
般
廃
棄
物
と
は
】

　

事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
産

業
廃
棄
物
以
外
の
廃
棄
物
を
い
い

ま
す
。

　

事
業
所
か
ら
発
生
す
る
事
業
系

一
般
廃
棄
物
は
、
各
事
業
所
で
生

活
環
境
保
全
上
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
に
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適

正
に
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
八
雲
町
で
は
家
庭
ご
み
の
収

集
・
処
理
に
支
障
に
な
ら
な
い
範

囲
で
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
収

集
・
処
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
納
付
申
告
の
対
象
事
業
所
】

　

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
収
集
運

搬
に
つ
い
て
、
町
の
ご
み
収
集
運

搬
を
利
用
し
て
い
る
事
業
所
。

【
申
告
・
更
正
等
に
必
要
な
書

類
】

　

下
記
の
表
の
と
お
り
、
各
書
類
を

環
境
衛
生
係
の
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
は
環
境
衛
生

係
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

八雲地域
のみ

申告・更生等必要な書類一覧

②移転などにより人員、場所等に変更がある事業所

③閉鎖等で手数料を支払う必要が無くなった事業所

①新規で町のごみ収集運搬を利用して事業系一般廃
　棄物の処理を行う事業所

対象事業所 必要な書類の提出

納付申告書と調査表を提出

更正申請書と調査表を提出

消滅申請書を提出

廃棄物の分類フローチャート

廃　棄　物

産業廃棄物

一般廃棄物

家庭系一般廃棄物（家庭ごみ）

事業系一般廃棄物

【問い合わせ先】環境水道課 環境衛生係　☎0137－63－2020　50137－62－2120

　

町
で
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主

的
に
返
納
も
し
く
は
更
新
せ
ず
に

失
効
し
た
方
に
対
し
、ハ
イ
ヤ
ー
助

成
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居

住
し
て
い
る
方

・
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
ま
た

は
失
効
し
て
1
年
以
内
の
方

・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

【
助
成
内
容
】

・
申
請
の
あ
っ
た
時
か
ら
3
年
間

に
渡
っ
て
ハ
イ
ヤ
ー
助
成
券
を

合
計
3
0
，
0
0
0
円
分
（
1
年

で
最
大
1
0
，
0
0
0
円
分
）
を

交
付
し
ま
す
。

・
申
請
初
年
度
は
、
申
請
さ
れ
る
時

期
に
よ
っ
て
助
成
券
の
交
付
金
額

を
減
額
す
る
こ
と
と
し
、
1
四
半

期
経
過
ご
と
に
2
，
5
0
0
円
分

ず
つ
減
額
し
て
交
付
し
ま
す
。

※

4
月
〜
6
月
申
請
は
1
0
，

0
0
0
円
分
、
7
月
〜
9
月
申

請
は
7
，
5
0
0
円
分
、
10

月
〜

12

月
申
請
は
5
，
0
0
0
円
分
、

1
月
〜
3
月
申
請
は
2
，
5
0
0

円
分
交
付
し
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
公
安
委
員
会
が
交
付
す
る
「
申

請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通

知
書
」
ま
た
は
「
運
転
経
歴
証
明

書
」
お
よ
び
「
運
転
免
許
証
返
納

に
関
す
る
申
立
書
」

※
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

通
知
書
」は
免
許
証
を
自
主
返
納

さ
れ
た
と
き
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

・
印
鑑 

【
申
請
場
所
】

・
総
務
課
庶
務
交
通
係

・
落
部
支
所

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

◎
継
続
申
請
（
2
年
目
以
降
）
も

受
付
中
で
す
！

・
昨
年
度
す
で
に
申
請
済
み
の
方

の
2
年
目
以
降
の
継
続
申
請
も

受
付
し
て
い
ま
す
。「
印
鑑
」
を

お
持
ち
に
な
っ
て
、
右
記
い
ず

れ
か
の
申
請
場
所
に
て
申
請
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
庶
務
交
通
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
1

自動車運転免許証
自主返納支援事業

ハイヤー助成券を
交付します

ご存じですか？
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狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年
1

回
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
年
の
予
防
接
種
は
下
記
の

日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
飼
い
主

の
方
は
、
い
ず
れ
か
の
接
種
会
場

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

各
会
場
に
来
ら
れ
な
い
場
合

は
、
12

月
31

日
ま
で
に
か
か
り
つ

け
の
動
物
病
院
に
問
い
合
わ
せ
の

う
え
、
必
ず
、
注
射
を
受
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

1
．
接
種
時
の
注
意
事
項

・
普
段
お
と
な
し
い
犬
で
も
、
大

勢
の
人
や
犬
が
い
る
場
所
に
来

る
と
突
然
か
み
つ
く
場
合
も
あ

り
ま
す
。
犬
を
制
御
で
き
る
飼

い
主
の
方
が
来
場
し
、
リ
ー
ド

（
紐
・
チ
ェ
ー
ン
）
を
短
く
持

ち
、
他
の
犬
や
人
と
距
離
を

取
っ
て
待
機
し
て
く
だ
さ
い
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
飼
い

主
の
方
の
マ
ス
ク
着
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

2
．
注
射
料
金

　

1
頭
3
，
2
4
0
円

※
当
日
は
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に

　

お
願
い
し
ま
す
。

〔
内
訳
〕

・
注
射
料
金　

2
，
6
9
0
円

・
注
射
済
票
交
付
手
数
料

　
　
　
　
　
　
　

5
5
0
円

◎八雲地域

相生会館・子育て支援センタースマイル前

富士見町　東部児童館前

勤労者センター前

浜松中央会館前

山越中央会館前

山越由追会館前

八雲町役場前

旧法務局跡地駐車場（栄町）

八雲町民センター裏手　駐車場

春日地区生活改善センター前

春日会館前

大新会館前

熱田会館前

野田生　柏沼会館前

野田生会館前

赤笹会館前

わらび野会館前

東野（母と子の家）会館前

東野１区会館前

落部町民センター（落部支所）前

上八雲会館前

立岩会館前（１区）

立岩２区会館前

元町会館前

東部生活館横駐車場

内浦町１区会館前

上の湯会館前

下の湯会館前

栄浜　佐藤商店前

落部レクリエーションセンター前

新はこだて農協落部支店前

川向会館前

黒岩会館前

山崎山（２区）会館前

山崎浜（１区）会館前

花浦山会館前

花浦１区会館前

豊河町会館前

内浦町生活館前（２区）

１３：１０～１３：２０

１３：３０～１３：３５

１３：４０～１３：５０

１４：００～１４：１０

１４：２０～１４：３０

１４：４０～１４：５０

１３：１０～１３：３５

１３：４５～１３：５５

１４：０５～１４：１５

１４：２５～１４：３５

１４：４０～１４：５０

１５：００～１５：１０

１５：２０～１５：３０

９：００～ ９：１０

９：２０～ ９：３５

９：４５～ ９：５５

１０：０５～１０：１０

１０：２５～１０：３５

１０：４０～１１：００

１１：１０～１１：３５

１３：１０～１３：２０

１３：４０～１４：００

１４：１０～１４：２５

１４：３５～１４：４５

１４：５０～１５：００

１５：１０～１５：２０

９：２０～ ９：３０

９：４０～ ９：４５

１０：００～１０：１０

１０：２０～１０：３５

１０：４０～１０：５５

１１：００～１１：１０

１３：２０～１３：３０

１３：４０～１３：５０

１４：００～１４：１０

　１４：２０～１４：３０

１４：４０～１４：５０

１５：００～１５：１０

１５：２０～１５：３０

月日 時　　間 注　　射　　会　　場

5
月
12
日
（
水
）

◎熊石地域

関内地区　新保商店前

西浜地区（浜）　川道正紀宅前

鳴神地区　セラーズのとや前

雲石地区　交流センターくまいし館前

畳岩・平地区　佐々木守宅前

東雲石・根崎地区　熊石総合支所前

泊川地区　飯田裕子宅横

泊川・館平地区　総合センター前

４相沼地区　旧相沼駐在所横

３相沼地区　桂川末勝宅前

２相沼地区　近藤美智子宅前

折戸地区（浜）　折戸バス停前

９：３０～ ９：４０

９：４５～ ９：５０

９：５５～１０：００

１０：０５～１０：１５

１０：２０～１０：３０

１０：３５～１０：５０

９：３０～ ９：４０

９：４５～ ９：５０

９：５５～１０：００

１０：０５～１０：１０

１０：１５～１０：２０

１０：２５～１０：３５

月日 時　　間 注　　射　　会　　場

5
月
12
日
（
水
）

5
月
13
日
（
木
）

◎犬の登録について
　平成７年４月１日以降に登録（生涯に１回）した犬に
関し、登録した事項に変更等が生じた場合はその都
度、速やかに役場へ届出をしなければなりません。
◎次の場合には届出をしてください
　①飼い犬が死亡したとき
　②飼い主・飼い犬の所在地が変わったとき
　③飼い主が変わったとき
※新たに生後91日以上の犬を取得したときは、30日
以内に登録をしなければなりません（登録料3,000
円）。

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を

　
　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

・環境水道課環境衛生係 10137―63―2020

・熊石総合支所住民サービス課 101398―2―3111

・八雲動物病院（八雲町東雲町９１―１） 10137―62―4031

【犬の登録・狂犬病予防注射の問い合わせ先】

接種日程および会場
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

　

水
道
（
以
下
、
下
水
道
も
含

む
）
の
使
用
を
開
始
・
中
止
す
る

場
合
は
、
町
へ
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。

・
各
種
届
出
様
式
は
町
Ｈ
Ｐ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
問
い
合

わ
せ
先
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　

水
道
の
使
用
を
開
始
す
る
場
合

は
、
使
用
開
始
予
定
日
の
2
日
前

ま
で
に
「
使
用
開
始
届
」
の
提
出
が

必
要
で
す
。

【
止
水
栓
の
開
栓
作
業
に
つ
い
て
】

　

止
水
栓
の
開
栓
の
際
は
、
必
ず

使
用
者
の
立
ち
合
い
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
開
栓
は
屋
外
で
の
作

業
と
な
り
ま
す
の
で
、
建
物
内
の

管
理
は
使
用
者
自
身
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

・
使
用
開
始
当
日
に
届
け
出
が
な

さ
れ
た
場
合
、
対
応
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
「
使
用
開
始
届
」
を
提
出
せ
ず
に

水
道
の
使
用
を
開
始
し
た
場
合

は
、
条
例
に
基
づ
き
認
定
し
た

水
道
料
金
等
を
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ

て
は
罰
則
を
科
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
場
合

は
、「
使
用
中
止
届
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

閉
栓
時
は
、
使
用
者
の
立
ち
合

い
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
注
意
事
項
】

・
水
道
の
使
用
を
中
止
し
て
も
、

中
止
の
届
け
出
が
な
い
場
合

は
、
基
本
料
金
が
か
か
り
続
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
長
期
間
留
守
に
す
る
な
ど
で
一

時
中
止
し
た
場
合
は
、
再
開
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
電
話
で
の
届
け

出
が
可
能
で
す
。

　

水
道
の
使
用
者
、
支
払
方
法
、

料
金
請
求
書
等
の
送
付
先
が
変
わ

る
場
合
は
、「
使
用
者
変
更
届
」
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

納
付
書
に
よ
る
お
支
払
い
と
口

座
引
落
が
あ
り
ま
す
。

①
納
付
書
は
、
毎
月
7
日
頃
に
送

付
し
ま
す
の
で
納
期
限
ま
で
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニ
、
郵
便
局
で
は
お
支

払
い
で
き
ま
せ
ん
。

②
口
座
引
落
は
、
毎
月
25

日
に
前

月
分
の
料
金
を
引
き
落
と
し
い

た
し
ま
す
。
口
座
振
替
手
続
き

は
、
次
の
窓
口
で
手
続
き
で
き

ま
す
。

・
町
内
の
各
金
融
機
関
（
ひ
や
ま

漁
協
を
除
く
）

・
環
境
水
道
課
業
務
係

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

・
落
部
支
所

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ
い
て
は
、

申
込
書
に
記
載
後
ご
本
人
が
郵

便
局
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
届
け
出
の
受
付
時
間
】

・
使
用
の
開
始
は
、
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
使
用
の
中
止
・

使
用
者
等
の
変
更
を
す
る
場
合

は
、
電
話
で
の
受
付
が
で
き
ま

す
。

・
平
日
（
土
日
祝
祭
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

・
午
前
8
時
30

分
〜

午
後
5
時
15

分

※
開
栓
作
業
は
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
の
間
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
環
境
水
道
課
業
務
係

　

☎
０
１
３
７
│
63
│
２
０
２
０

　

5

０
１
３
７
│
62
│
２
1
２
０

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

　

5

0
1
3
9
8
│
2
│
3
2
3
0

使
用
を
開
始
す
る
時

使
用
を
中
止
す
る
時

お
支
払
い
方
法
に
つ
い
て

使
用
者
等
が
変
わ
る
時

水
道
・
下
水
道
の
使
用
に
関
す
る

各
種
手
続
き
に
つ
い
て
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〈
広
告
〉

●相続・遺言など 夜間・休日対応・出張もOK

お困りのことはありませんか？　　初回相談無料

落部簡水

『その火事を　防ぐあなたに　金メダル』を

統一標語に、全道春の火災予防運動が実施

されます。

【予防運動期間】4月20日（火）～30日（金）

　この時季は非常に空気が乾燥し火災が発生

しやすくなっています。お出かけ前やお休

み前はもちろんのこと、火の元には十分ご

注意下さい。また、昨年はこの時期にゴミ

焼きが原因の火災が多数発生しました。ご

家庭から出る一般ゴミ等は燃やしてはいけ

ない行為となっていますので適正に処理し

てください。

【問い合わせ先】

・八雲消防署 予防課　☎0137－63－2686

・熊石消防署 予防係　☎01398－2－3393

　4月21日（水）～5月31日（月）まで「林野火災

予防強調期間」です。この時期は、空気が乾

燥し、火災の起こりやすい状況です。森林は

一旦火災で失われると回復するまで多大なコ

ストと年月を要します。

　山火事のほとんどは人間の不注意により起

きています。山菜取りや釣りなどで山に入る

時は、火の取り扱いに十分注意し、特にたば

この投げ捨ては絶対にやめましょう。

　みんなで豊かな森の緑を山火事から守りま

しょう。

【問い合わせ先】

　農林課林業係　☎0137－62－2203

火
災
予
防
を
実
施
し
ま
す

春の火災予防運動の実施 《林野火災予防強調期間》

山の豊かな緑は貴重な財産

火災から守りましょうZ

子育てで悩んで
いませんか？

いたずらっ子の会　

「
落
ち
着
き
が
な
い
」「
子
ど
も

の
成
長
に
不
安
が
あ
る
」「
子
ど
も

と
ど
う
接
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な

い
」
な
ど
、
子
育
て
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？

　

【
い
た
ず
ら
っ
子
の
会
】
で

は
、
専
門
機
関
か
ら
来
町
し
た
発

達
に
関
す
る
専
門
員
に
お
子
さ
ん

に
つ
い
て
日
頃
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
相
談
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】
6
月
4
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　

（
1
組
1
時
間
程
度
）

【
会
場
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

【
申
込
期
限
】
5
月
7
日
（
金
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
4
6
2
2

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
　

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

　

町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
河

川
・
水
路
な
ど
の
公
共
水
域
の
水

質
汚
濁
を
防
止
し
、
生
活
環
境
の

保
全
を
図
る
た
め
、
下
水
道
整
備

区
域
以
外
（
下
水
道
整
備
区
域
内

に
あ
っ
て
は
当
分
の
間
整
備
が
見

込
ま
れ
な
い
場
合
）
の
方
が
ト
イ

レ
の
汚
水
だ
け
で
な
く
、
台
所
や

お
風
呂
な
ど
の
雑
排
水
も
処
理
で

き
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す

る
場
合
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
次
に

よ
り
補
助
金
交
付
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

【
募
集
予
定
数
】
8
基

【
募
集
期
間
】

〇
第
1
期

　

4
月
5
日
（
月
）
〜
30
日
（
金
）

※
第
1
期
で
予
定
数
を
上
回
っ
た

場
合
に
は
、
新
築
住
宅
を
優
先

し
、
改
築
に
つ
い
て
は
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

〇
第
2
期

　

第
1
期
で
予
定
数
に
達
し
な
い

場
合
、
5
月
6
日
（
木
）
以
降
に
随

時
受
付
し
ま
す
。

※
予
定
数
に
達
し
た
時
点
で
受
付

は
終
了
し
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

・
5
人
槽　

70
万
円
ま
で

・
7
人
槽　

90
万
円
ま
で

・
10
人
槽
以
上

　

1
3
0
万
円
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

環
境
水
道
課
下
水
道
管
理
係　

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
0
2
0

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

補
助
の
募
集
に
つ
い
て
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町
内
各
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が

4
月
　
日
（
土
）
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

【
利
用
期
間
】
4
月
24

日
（
土
）
〜

11

月
4
日
（
木
）

■
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

【
利
用
料
金
】

〇
全
コ
ー
ス
利
用　

5
6
0
円

※
事
故
防
止
等
安
全
の
た
め
小
学

生
以
下
の
噴
火
湾
コ
ー
ス
、
パ

ノ
ラ
マ
コ
ー
ス
の
立
ち
入
り
を

禁
止
し
ま
す
。

〇
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
限
定　

・
大
人
（
中
学
生
以
上
）

3
3
0
円

・
小
人
（
小
学
生
以
下
）

1
1
0
円

※
プ
レ
ー
前
に
隣
接
の
ふ
れ
あ
い

　

館
で
利
用
券
を
購
入
し
て
く
だ

　

さ
い
。

【
休
場
日
】
毎
週
月
曜
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌

　

平
日
が
休
場
日
と
な
り
ま
す
。

■
遊
楽
部
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

【
利
用
料
金
】
3
1
0
円　

　

券
売
機
で
購
入
可
能

【
休
場
日
】
第
2
・
4
火
曜
日

■
熊
石
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

【
利
用
料
金
】
3
1
0
円　

　

券
売
機
で
購
入
可
能

【
休
場
日
】
第
2
・
4
月
曜
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
場

●
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
　
　
　
　

共
通
シ
ー
ズ
ン
券

　

次
の
も
の
を
持
参
し
申
請
窓
口

で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
現
金
1
2
，
5
6
0
円

・
顔
写
真
（
縦
3.0
㎝
×
横
2.2
㎝
、
カ

ラ
ー
、
無
帽
）

【
購
入
窓
口
】

・
建
設
課

・
熊
石
総
合
支
所
産
業
課

　

月
〜
金
曜
日

　

午
前
8
時
30

分
〜午

後
5
時
15

分

・
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

パ
ノ
ラ
マ
館

　

火
〜
日
曜
日

　

午
前
10

時
〜
午
後
6
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
平

日
が
休
館
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

（
公
園
緑
地
推
進
室
）

　

☎
0
1
3
7
│
65
│
6
0
3
0

「
八
雲
町
高
齢
者
ス
ポ

ー
ツ
施
設
共
通
利
用
券
」

の
利
用
に
つ
い
て

健
康
づ
く
り
を
楽
し
も
う
！

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
推
進
し
、
健
康
づ
く
り
や

体
力
の
向
上
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
年
間
を
通
し
て
次
の
す

べ
て
の
対
象
施
設
を
利
用
で
き
る

「
八
雲
町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
施
設

共
通
利
用
券
」
の
料
金
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
対
象
施
設
の
各

シ
ー
ズ
ン
券
料
金
よ
り
、
費
用
が

安
く
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
令
和
3

年
度
で
65

歳
以
上
と
な
る
方

【
対
象
施
設
】

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
噴
火
湾
パ

ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
、
遊
楽
部
公

園
、
熊
石
）

・
八
雲
町
温
水
プ
ー
ル

・
八
雲
町
営
ス
キ
ー
場

【
料
金
】
自
己
負
担
額　

1
1
，
0
0
0
円

【
助
成
額
】

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
シ
ー
ズ
ン
券

　

料
金　
　

1
2
，
5
6
0
円

　

助
成
額　
　

1
，
5
6
0
円

・
八
雲
町
温
水
プ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

券
料
金　

2
6
，
4
0
0
円

24

�
�
�
�
��
�

　

助
成
額　

1
5
，
4
0
0
円

・
八
雲
町
営
ス
キ
ー
場
シ
ー
ズ
ン

券
料
金　

1
8
，
8
5
0
円

　

助
成
額　
　

7
，
8
5
0
円

【
購
入
窓
口
】

・
建
設
課

・
熊
石
総
合
支
所
産
業
課

・
八
雲
町
温
水
プ
ー
ル

　

月
〜
金
曜
日

　

午
前
8
時
30

分
〜午

後
5
時
15

分

・
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

パ
ノ
ラ
マ
館

　

火
〜
日
曜
日

　

午
前
10

時
〜
午
後
6
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
平

日
が
休
館
で
す
。

【
購
入
に
必
要
な
も
の
】

　

顔
写
真
（
縦
3.0
㎝

×
横
2.2
㎝

、

カ
ラ
ー
、
無
帽
）
、
身
分
証
明
書

（
免
許
証
、
保
険
証
等
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

広報 ���  4月号　26



　今年度から、子どもの「行動」に焦点を当てた

子育て術を学べる（ペアレントトレーニング）前

向き子育て学習会を実施します。前期（4月から

9月）、月1回で計6回のプログラムを用意して

います。楽しく参加しながら、子育て術を学ん

でみませんか。

前期＜第1回目＞

【日時】4月28日（水）午前10～11時30分

【場所】子育て支援センター

【対象】保護者

【定員】4名（定員になり次第締め切ります）

【申込期限】4月23日（金）

※来館時、体調調査をお願いしています。

※ご利用の際には、検温をしてから来館し、マ

スクの着用を忘れずにお願いします。

※館内は消毒、換気を行っています。

※新型コロナウイルス感染症の状況により、開

催を中止する可能性があります。

【申込・問い合わせ先】子育て支援センター  10137－62－2573

子育て支援センターからお知らせ

〇学校へいきたくない、休みがち

〇他の子とうまくなじめない

〇進路のことが心配

　…家族の理解の悩み　など

　ひとりで悩まずお話しませんか？

　初めての参加で不安な方はご連絡ください。

【日時】4月16日（金）

　　　　午後1時30分～2時30分

【場所】子育て支援センター

【対象】保護者、学校関係者、支援者

【申込期限】4月15日（木）

【内容】

　アロマスプレーを作って、日頃の疲れを癒し

ませんか！今回は、3種類の中から（感染予

防・リラックス・リフレッシュ）好きなものを

選んで作ります。

【対象】入園前のお子さんと保護者の皆さん

【日時】4月27日（火）午前10時～11時

【場所】子育て支援センター

【定員】10組（定員になり次第締め切ります）

【材料費】1,000円（オイル代、当日集金します）

【申込期限】4月23日（金）

※当日は、ボランティア「たっち」の皆さん

が、お子さんの見守りをお手伝いしてくれます

4月の『ホッとサロン』
を開きます

あそびの広場①

アロマスプレーを作ろう♪

育児教室①

前向き子育て学習会

　

最
近
、
事
業
所
や
一
般
家
庭
の

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
や
重
油

な
ど
が
も
れ
、
河
川
等
に
流
出
す

る
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
油
が

河
川
等
に
流
出
し
て
し
ま
う
と
生

活
環
境
に
被
害
を
及
ぼ
し
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
取
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
河
川
等
へ
の
油
の
流
出

を
発
見
し
た
り
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

等
か
ら
誤
っ
て
油
を
流
出
さ
せ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
町
や

消
防
本
部
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
空
家
と
な
る
場
合
は

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
所
有
者
ま
た
は

設
置
者
が
灯
油
を
抜
き
取
り
、
空

の
状
態
に
し
て
お
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
町
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
6
8
6

・
熊
石
消
防
署

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
3
9
3

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
等
か
ら
の

油
流
出
事
故
に
注
意
Y
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会
議
で
す
。

【
日
時
】
4
月
27

日
（
火
）

午
後
6
時
30

分

【
場
所
】
熊
石
総
合
支
所

　

第
1
・
2
会
議
室

【
内
容
】

　

令
和
3
年
度
熊
石
総
合
支
所
予

算
の
概
要
に
つ
い
て　

ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

　　

八
雲
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

は
、
子
ど
も
や
子
育
て
支
援
に
関

す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

の
審
議
や
、「
第
2
期
八
雲
町
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
進
ち
ょ
く
状
況
の
確
認
や
評
価

な
ど
を
行
う
会
議
で
す
。

【
応
募
資
格
】
町
内
に
在
住
し
、

子
育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
、
4

月
1
日
現
在
に
お
い
て
満
20

歳
以

上
の
方

【
開
催
回
数
】
年
2
回
程
度

【
報
酬
】
1
回　

6
，
0
0
0
円

【
任
期
】
2
年
間
（
就
任
日
か
ら

令
和
5
年
6
月
30

日
ま
で
）

【
応
募
人
数
】
3
名

【
応
募
期
間
】
4
月
5
日
（
月
）
〜

5
月
6
日
（
木
）

【
選
定
方
法
】
応
募
要
件
を
満
た

す
希
望
者
が
募
集
人
数
を
上
回
る

場
合
は
、抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
等
を
次
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

住
民
生
活
課
児
童
係　

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

　

E
-m
a
il　

　

ju
m
in
@
to
w
n
.ya

k
u
m
o
.lg
.jp

委
員
の
一
部
を

　
　
　
　

公
募
し
ま
す

会
議
を
公
開
で

　
　
　
　
　

行
い
ま
す

　

八
雲
町
育
成
牧
場
の
円
滑
な
運

営
に
向
け
た
検
討
を
行
う
協
議
会

で
す
。

【
日
時
】
4
月
16

日
（
金
）

午
前
10

時

【
場
所
】

　

八
雲
町
育
成
牧
場 

会
議
室

【
内
容
】　
　

・
令
和
2
年
度
の
運
営
状
況
に
つ

い
て

・
令
和
3
年
度
の
運
営
方
針
に
つ

い
て

・
令
和
3
年
度
の
委
託
牛
の
受
入

れ
に
つ
い
て　

ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
林
課
農
業
振
興
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
2
0
3

　

熊
石
地
域
住
民
の
声
を
施
策
に

反
映
さ
せ
、
き
め
細
や
か
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
図
る
た
め
、

熊
石
地
域
を
主
体
と
し
た
町
施
策

の
重
要
事
項
に
つ
い
て
審
議
す
る

八
雲
町
育
成
牧
場
運
営
協

議
会
を
開
催
し
ま
す

八
雲
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
委
員
を
募
集
し
ま
す

熊
石
地
域
審
議
会
を

　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

市
民
後
見
人
養
成
研
修

の
事
前
説
明
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す

　

25

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
認

知
症
や
知
的
障
が
い
な
ど
で
判
断

能
力
が
十
分
で
な
い
方
の
後
見
活

動
（
成
年
後
見
制
度
に
お
け
る
後

見
人
等
と
し
て
金
銭
管
理
や
身
上

監
護
）
を
行
う
市
民
後
見
人
養
成

研
修
が
函
館
市
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

特
別
な
資
格
や
経
験
は
必
要
な

く
、
八
雲
町
民
の
方
で
も
受
講
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
受
講
の

た
め
に
は
左
記
の
事
前
説
明
会
へ

の
参
加
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

■
事
前
説
明
会

【
日
時
】
5
月
21

日
（
金
）

午
後
1
時
30

分
〜

　
　
　

（
受
付　

午
後
1
時
）

【
場
所
】　

　

函
館
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
5

階
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

【
申
込
】

　

5
月
7
日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話

等
で
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

【
市
民
後
見
人
養
成
研
修
】

・
講
義　

　

6
月
か
ら
7
月
の
平
日
（
全
8

回
予
定
）
午
前
10

時
頃
〜
午
後
5

時
頃
ま
で

・
実
習　

　

講
義
後
の
平
日
1
日
間
（
町
内

予
定
）

※
市
民
後
見
人
と
し
て
登
録
す
る

た
め
に
は
、
全
日
程
の
受
講

（
受
講
料
は
町
が
負
担
し
ま
す
）

が
必
要
で
す
。
そ
の
他
詳
細
は

事
前
説
明
会
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
包
括
支
援
係

　
　
　

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
65
│
5
0
0
1

意
見
の
公
募
結
果

○
八
雲
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

　

画
・
第
8
期
介
護
保
険
事
業

　

計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　

以
上
の
結
果　

0
件

○
八
雲
町
水
道
事
業
経
営
戦
略

　

（
案
）
お
よ
び
八
雲
町
熊
石
簡

　

易
水
道
事
業
経
営
戦
略
（
案
）

　

に
つ
い
て

　
　
　
　

以
上
の
結
果　

0
件

○
第
4
次
八
雲
町
障
害
者
計
画

　

に
つ
い
て

　
　
　
　

以
上
の
結
果　

1
件

○
第
6
期
八
雲
町
障
害
者
福
祉

　

計
画
・
第
2
期
八
雲
町
障
害

　

児
福
祉
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　

以
上
の
結
果　

1
件

　

函
館
バ
ス
の
時
刻
表
改
定
に
伴

い
、
八
雲
町
熊
石
バ
ス
停
と
せ
た

な
町
太
田
バ
ス
停
の
区
間
で
運
行

し
て
い
る
檜
山
海
岸
線
『
予
約
バ

ス
』
の
時
刻
表
が
変
わ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
町
Ｈ
Ｐ
も
し

く
は
役
場
、
熊
石
総
合
支
所
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

【
予
約
先
】

　

東
ハ
イ
ヤ
ー
大
成
営
業
所　

　

☎
0
1
3
9
8
│
4
│
5
0
6
2

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

政
策
推
進
課
企
画
係　

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0

檜
山
海
岸
線

『
予
約
バ
ス
』
の
時
刻
表

が
変
わ
り
ま
す
！
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広報やくも広告募集中

①たて１０.０cm×よこ１７.０cm 
　……………… 月額（町内業者）20,950円
②たて１５.０cm×よこ１７.０cm
　……………… 月額（町内業者）10,470円
③たて１５.０cm×よこ１８.５cm
　……………… 月額（町内業者）5,230円
④たて１５.０cm×よこ１２.０cm
　……………… 月額（町内業者）1,570円
詳しくは、政策推進課協働推進係まで

八
雲
で
農
園
ラ
イ
フ
Y

家
庭
菜
園
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

と
、
農
業
に
対
す
る
理
解
の
促

進
、
都
市
と
農
村
の
交
流
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
「
町
民
農

園
」「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
を
開
設
し

ま
す
。
ご
利
用
希
望
の
方
や
ご
不

明
な
点
は
、
農
園
の
管
理
元
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
注
意
】

・
貸
付
場
所
に
よ
り
、
問
い
合
わ

せ
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

・
区
画
配
分
は
、
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
定
員
を
超
え
た
場

合
も
抽
選
と
な
り
ま
す
。

・
じ
ゃ
が
い
も
の
栽
培
は
、
地
域

の
植
物
防
疫
の
た
め
品
種
を
限

定
し
て
い
ま
す
。

・
栽
培
に
係
わ
る
肥
料
や
用
具
に

つ
い
て
は
、
各
自
で
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

■
八
雲
体
験
農
園

【
所
在
地
】

 　

立
岩
3
7
5
│
8

（
遊
楽
部
公
園
内
）

【
対
象
者
】

1
、
農
業
者
以
外
で
、
野
菜
や
花

き
等
の
栽
培
に
興
味
の
あ
る
方

2
、
都
市
と
農
村
の
交
流
を
目
的

と
し
て
、
農
園
の
借
り
受
け
を

希
望
す
る
方

※
町
内
外
を
問
い
ま
せ
ん
。

【
申
込
期
限
】

　

4
月
15

日（
木
）

※
土
日
を
除
き
ま
す
。

　

午
前
8
時
30

分
〜午

後
5
時
15

分

【
１
区
画
面
積
】

・
個
人（
45

㎡
）
82

区
画

・
団
体
（
1
2
0
㎡
）
2
区
画　

※
団
体
は
５
人
以
上

【
貸
付
期
間
】

　

5
月
1
日（
土
）〜

　

10

月
31

日（
日
）

【
１
区
画
使
用
料
】

・
個
人  

2
，0
0
0
円

・
団
体  

6
，0
0
0
円

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
林
課
農
業
振
興
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
2
0
3

■
熊
石
町
民
農
園

【
所
在
地
】

　

熊
石
鮎
川
町
1
8
5
│
90

【
対
象
者
】

1
、
農
業
者
以
外
で
、
野
菜
や
花

き
等
の
栽
培
に
興
味
の
あ
る
方

2
、
都
市
と
農
村
の
交
流
を
目
的

と
し
て
、
農
園
の
借
り
受
け
を

希
望
す
る
方

※
町
内
外
を
問
い
ま
せ
ん
。

【
申
込
期
限
】

　

4
月
15

日（
木
）　

※
土
日
を
除
き
ま
す
。

　

午
前
8
時
30

分
〜午

後
5
時
15

分

【
１
区
画
面
積
】

・
個
人（
1
0
0
㎡
）
28

区
画

【
貸
付
期
間
】

　

4
月
18

日（
日
）〜

　

11

月
7

日（
日
）

【
1
区
画
使
用
料
】

・
2
，5
0
0
円

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
石
総
合
支
所
産
業
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

■
ふ
れ
あ
い
農
園

【
所
在
地
】

　

栄
町
13

│
1（
福
祉
村
敷
地
内
）

【
対
象
者
】

　

町
内
在
住
の
65

歳
以
上
の
方

【
申
込
期
限
】

　

4
月
16

日（
金
）

（
定
数
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選

　

と
な
り
ま
す
）

【
貸
付
面
積
】

　

1
人
当
た
り
50

㎡
以
内

【
使
用
料
】
無
料

※
農
園
に
か
か
る
肥
料
や
用
具
に

つ
い
て
は
、
各
自
で
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64

│
2
1
1
1

　

2
年
ご
と
に
作
成
し
て
い
る
町

内
の
人
口
・
産
業
・
教
育
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
統
計
資
料
を
ま
と
め
た

資
料
、「
統
計
八
雲
」
の
最
新
版
を

発
行
し
ま
し
た
。

　

閲
覧
に
つ
い
て
は
八
雲
町
Ｈ
Ｐ

よ
り
閲
覧
し
て
い
た
だ
く
か
、
各

公
共
施
設
で
冊
子
版
を
掲
示
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
冊
子
版
の
販
売
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
購
入
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
（
1
冊
1
0
0
円
）
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

政
策
推
進
課
企
画
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0

令
和
2
年
度
「
統
計
八
雲
」

完
成
の
お
知
ら
せ
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有限会社水野板金工業所（本社　森町）

ReportYakumo
リポート やくも

まちのわだい

放課後子ども対策事業「SANSAN防災教室」
災害のこといっぱいわかったね

　令和2年4月から開始した「放課後子ども対策事業」で、2月26日に防災教室を開催しました。下校後

「ふれあい交流センターくまいし館」に集まった小学1年生から5年生の19名が参加し、災害の種類や災害

ごとの避難場所の確認を行ったほか、避難所での行動などについて学習しました。

　動画で地震や津波についての基礎知識を学習した後、町の防災担当者と授業中に地震が起きた場合の危険

性を理科室や音楽室など教室ごとにイラストを用いて一緒に考えました。

　また、災害時の避難所を想定し、段ボールベッドやファミリールームなどの組み立てや片付けを体験しま

した。

　最後に町の防災士から「避難所へ避難してくるほとんどの方が、段ボールベッドなどの組み立て方が分か

らないので、災害の際には皆さんが積極的に組み立て方を教えてほしい」と話していました。

　参加した児童からは「津波の速度などとても良い勉強になった。段ボールベッドは組み立てが少し大変だ

けど寝心地は想像以上に良かった」と感想を話していました。

　3月19日に「企業版ふるさと納税」の寄附金贈

呈式が行われました。

　寄附金は、「産業を活性化し、働く人をつくる

事業」に活用させていただき、地域経済の更なる

活性化を図ります。

企業版ふるさと納税の
贈呈式が行われました

八雲町の産業活性化を応援Y

　4月2日に世界中をブルーにライトアップする

キャンペーンに八雲町も参加を表明しました。

　本キャンペーンはオーティズム（自閉スペクト

ラム症）のある人々を理解し社会の中で支えるこ

とを目的に行われるもので、オーティズムのある

子どもたちが社会の中でのびのびと学び成長し、

すべての人々が笑顔で暮らしていくことを目標と

しています。

ライト・イット・アップ・
ブルーキャンペーンに参加

世界中がブルーにライトアップY

広報 ���  4月号　30



　源泉100％かけ流しの長万部温泉。

【泉質】高張性弱アルカリ高温泉

【住所】長万部町字温泉町

【温泉日帰り入浴料金】約 500円

【問い合わせ先】

　長万部温泉共同利用組合　☎01377－2－2270

長万部

　

Ｊ
Ｒ
八
雲
駅
前
花
壇
は
、
八
雲

町
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
委
員
会

を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
花
壇
整
備
で
、
今
年
で
12

年

目
を
迎
え
ま
す
。
こ
こ
数
年
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
者
の
数
が
少
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
玄
関
口
と
な
る
、
駅
前

を
美
し
い
花
壇
で
彩
る
取
り
組
み

に
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
た

く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
内
容
】

　

八
雲
駅
前
広
場
花
壇
の
土
起
こ

し
、
花
植
え
（
5
月
下
旬
）
、
雑
草

抜
き
、
ゴ
ミ
清
掃
（
6
月
〜
10

月

ま
で
月
2
回
程
度
）
1
回
30

分
〜

1
時
間

【
募
集
要
領
】　

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
町
内

会
、
個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

を
募
集
し
ま
す
。
代
表
者
名
、
連
絡

先
を
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
各
団
体
の
代
表
の
方
（
個
人
）
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
5
月
中
旬

に
説
明
会
を
行
う
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

建
設
課
都
市
計
画
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
5

　

町
で
は
、
介
護
従
事
者
の
確
保

と
移
住
促
進
を
目
的
に
、
町
外
か

ら
転
入
し
て
町
内
の
介
護
保
険
事

業
所
に
就
職
す
る
方
に
対
し
、
就

職
支
援
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い

ま
す
。

【
貸
付
金
】
20

万
円
以
内

（
無
利
子
）

※
2
年
間
継
続
し
て
勤
務
し
た
場

合
は
、
貸
付
金
の
償
還
を
全
額

免
除
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

・
町
外
に
1
年
以
上
在
住
し
た

後
、
転
入
し
た
方
（
住
民
票
の

異
動
を
し
た
方
）

・
町
内
の
介
護
保
険
事
業
所
に
正

職
員
の
介
護
職
と
し
て
就
職
し
た

方
（
短
時
間
雇
用
の
方
を
含
む
）

【
申
請
期
限
】

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
期
間
内

INFORMATION  YAKUMO

ネットワーク

駅
前
花
壇
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

八
雲
町
介
護
従
事
者

就
職
支
援
資
金
貸
付

希
望
者
募
集

・
転
入
し
た
日
か
ら
3
月
を
経
過

す
る
日
ま
で

・
就
職
し
た
日
か
ら
3
月
を
経
過

す
る
日
ま
で　
　
　
　
　
　

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

　3月21日（日）までのピリカスキー場営業終了後も館内レ

ストランReraは日帰り利用の営業を引き続き行います。

◆レストランRera

　日帰り営業時間や団体ご会食、宿泊料金や日帰り温泉

などについては、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】クアプラザピリカ

　 ☎0137－83－7111

今　金 クアプラザピリカ
春からの営業お知らせ

　全道屈指の広さを誇る北檜山グリーンパーク・パークゴルフ

場が、4月8日(木)オープン予定。

【使用料】1ラウンド（高校生以上310円、中学生以下・70歳

以上110円)

【場所】せたな町北檜山区豊岡

【問い合わせ先】

　・まちづくり推進課　　　☎0137－84－5111

　・北檜山グリーンパーク　☎0137－86－0530

　せたな青少年旅行村が4月23日（金）オープン。

【場所】せたな町瀬棚区西大里

【問い合わせ先】まちづくり推進課　☎0137＋84－5111

　深い山々に囲まれた臼別渓谷にある秘湯は地元湯治客や観光

客に大人気。

【清掃日】毎週月曜日、金曜日の午前中

【場所】せたな町大成区平浜（国道沿いに看板あり）

【入浴料】清掃協力金として100円頂いています。

【問い合わせ先】大成総合支所　☎01398－4－5511

せたな

北檜山区

4月1日（木）予約受付開始

せたな青少年旅行村

4月8日（木）オープン予定

北檜山パークゴルフ場

源泉100％かけ流し

長万部温泉

4月下旬オープン予定Y
秘湯『湯とぴあ臼別』
清掃日の変更について

瀬 棚 区

大 成 区
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お
知
ら
せ

○
㈲
桜
野
牧
場　

代
表
取
締
役　

　
　
　

山
室　

勇
様
（
桜
野
）

1
0
0
，
0
0
0
円

（
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
）

〇
生
活
協
同
組
合

　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ

　

理
事
長　

大
見　

英
明
様

（
札
幌
市
）

　

交
通
安
全
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

　

1
5
0
枚

〇
西
川　

美
穗
様
（
東
京
）

・
宅
地　

1
筆 

2
0
3
．
4
6
㎡

・
原
野　

6
筆 

7
4
，
4
1
7
㎡

INFORMATION

情報
くらしの

日
曜
・
休
日
当
番
医

○
八
雲
総
合
病
院

　

4
月
11

日
、
18

日
、
25

日
、
29

日

　

5
月
2
日
、
3
日
、
4
日
、
5
日
、

　

9
日

　

1

0
1
3
7
│
63

│
2
1
8
5

【
八
雲
地
域
】
5
月
6
日
（
木
）

・
八
雲
町
役
場　

　

午
前
10

時
〜
11

時
30

分

　

午
後
1
時
〜
4
時
30

分

【
熊
石
地
域
】
4
月
20

日
（
火
）

・
熊
石
総
合
支
所

　

午
前
10

時
〜
11

時
20

分

【
日
時
】

　

4
月
9

日
（
金
）
、
23

日
（
金
）

　

午
後
1
時
〜
4
時
（
相
談
30

分
）

※
予
約
制
・
先
着
順

　

午
後
3
時
ま
で
に
新
た
な
受
付

が
な
い
場
合
は
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

相　
　

談

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

【
会
場
】
は
ぴ
あ
八
雲

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

函
館
弁
護
士
会

　

☎
0
1
3
8
│
41
│
0
2
3
2

◎
八
雲
総
合
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

八
雲
総
合
病
院
で
は
、
次
の
と

お
左
記
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
と
な

る
添
付
書
類
を
同
封
の
う
え
、
写

真
を
貼
っ
て
八
雲
総
合
病
院
庶
務

課
庶
務
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
申
込
書
上
部
の
「
八

雲
町
職
員
（　

）
採
用
申
込
書
」
の

（　

）
内
に
、
職
種
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

■
共
通
事
項

【
申
込
用
紙
取
得
場
所
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係
、
八
雲
総

合
病
院
庶
務
課
庶
務
係
、
熊
石
総

合
支
所
、
落
部
支
所
、
熊
石
総
合

支
所
相
沼
泊
川
出
張
所
ま
た
は
函

館
公
共
職
業
安
定
所
八
雲
出
張
所

※
申
込
書
は
、
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
報
酬
】
日
額
6
，
7
3
2
円
〜

7
，
0
9
2
円

【
手
当
】

　

97

日
分
（
た
だ
し
、
初
年
度
減

額
と
な
り
ま
す
）

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時

（
月
〜
金
曜
日
）

【
保
険
等
】

　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用

保
険
・
労
災
保
険
に
加
入

【
応
募
資
格
】

〇
町
内
か
ら
通
勤
可
能
で
、
パ
ソ

コ
ン
の
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の

基
本
操
作
が
で
き
る
方

〇
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
応
募
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

・
地
方
公
務
員
法
第
16

条
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方 

【
試
験
予
定
日
】

　

書
類
選
考
の
う
え
、
別
途
通
知

し
ま
す
。

【
採
用
予
定
日
】
随
時

【
受
付
期
限
】

　

随
時
（
決
ま
り
次
第
募
集
を
終

了
し
ま
す
）

【
受
付
時
間
】

　

午
前
8
時
30

分
〜

　

午
後
5
時
15

分

（
平
日
の
み
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
総
合
病
院
庶
務
課
庶
務
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
1
8
5 

◎
栄
養
管
理
事
務
員

【
募
集
人
員
】
1
名

【
勤
務
場
所
】

　

八
雲
総
合
病
院
栄
養
管
理
室

【
業
務
内
容
】

　

材
料
の
発
注
、
検
収
、
納
品
、

請
求
、
在
庫
管
理
他
検
食
等
に
係

る
必
要
書
類
の
作
成
、
管
理

【
試
験
内
容
】

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験

◎
医
事
課
事
務
員

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
勤
務
場
所
】

　

八
雲
総
合
病
院
医
事
課

【
業
務
内
容
】

　

外
来
受
付
等
に
お
け
る
医
療
事

務
（
外
来
受
付
、
会
計
そ
の
他
付

随
す
る
業
務
）

【
試
験
内
容
】

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験
、
筆
記

試
験

◎
庶
務
課
事
務
員

【
募
集
人
員
】
1
名

【
勤
務
場
所
】

　

八
雲
総
合
病
院
庶
務
課
庶
務
係

【
業
務
内
容
】

　

一
般
事
務
（
電
話
交
換
・
来
客

対
応
等
庶
務
全
般
業
務
）

【
試
験
内
容
】

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験

町
へ
の
寄
附

献
血
車
ひ
ま
わ
り
号

会
計
年
度
任
用
職
員
を

　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

募　
　

集
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〈
広
告
〉

「
令
和
3
年
2
月
福
島
県

沖
地
震
」
災
害
義
援
金
募
集

の
お
知
ら
せ

　

令
和
3
年
2
月
に
発
生
し
た
地

震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
で
は
、
被
災
者
支
援
の
た

め
、
義
援
金
を
募
集
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
義
援
金
は
、
全
額
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
受
付
期
限
】

　

5
月
31

日
（
月
）
ま
で

【
義
援
金
箱
へ
の
募
金
】

　

左
記
の
場
所
に
義
援
金
箱
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

①
住
民
生
活
課
社
会
係

②
落
部
支
所

③
熊
石
総
合
支
所

④
相
沼
・
泊
川
出
張
所

⑤
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

⑥
公
民
館

⑦
図
書
館

⑧
総
合
体
育
館

⑨
八
雲
総
合
病
院

⑩
熊
石
国
保
病
院

※
受
領
証
が
必
要
な
場
合
は
、
お

申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
な
お
、

⑤
〜
⑩
に
つ
い
て
は
、
受
領
書

の
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

【
郵
便
振
替
に
よ
る
募
金
】

　

振
込
先

　

口
座
記
号
番
号　

　

0
0
1
9
0
│
1
│
6
7
3
7
8
3

　

口
座
加
入
者
名　

日
赤
令
和
3

　

年
2
月
福
島
県
沖
地
震
災
害
義

　

援
金

※
窓
口
で
の
お
振
り
込
み
の
場
合

は
、
振
込
手
数
料
は
免
除
さ
れ

ま
す
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
通
常
払

込
み
、
ゆ
う
ち
ょ
ダ
イ
レ
ク
ト

を
ご
利
用
の
場
合
は
、
所
定
の

振
込
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
）
。

※
受
領
証
発
行
を
希
望
す
る
場
合

は
、
通
信
欄
に
「
受
領
証
希
望
」

と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
社
会
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

ふるさと納税の状況
2月末現在（累計令和2年4月～令和3年2月）

寄附件数 99,204件

寄附金額 1,886,982,670円

【
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
会
計

　

年
度
任
用
職
員
募
集
】

　

町
で
は
、
次
に
よ
り
障
が
い
を

お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
会
計

年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

次
の
場
所
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
写
真
を
貼
付
の
う
え
必
要
事

項
を
記
入
（
自
筆
）
し
、
公
共
職

業
安
定
所
の
紹
介
状
を
添
え
て
、

総
務
課
人
事
厚
生
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
申
込
用
紙
取
得
場
所
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係
、
熊
石
総

合
支
所
、
落
部
支
所
、
熊
石
総
合

支
所
相
沼
泊
川
出
張
所
ま
た
は
函

館
公
共
職
業
安
定
所
八
雲
出
張
所

◎
公
務
補
（
短
時
間
）

【
募
集
人
員
】
1
名

【
応
募
資
格
】

①
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
方

②
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
手
帳

　

等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
都
道
府
県
知
事
ま
た
は
政
令
指

定
都
市
市
長
が
交
付
す
る
療
育

手
帳

・
知
的
障
害
者
判
定
機
関
に
よ
る

知
的
障
が
い
者
で
あ
る
こ
と
の

判
定
書

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

※
右
記
の
手
帳
等
は
受
験
申
込
日

お
よ
び
受
験
日
当
日
に
有
効
で

あ
る
も
の
に
限
り
ま
す

【
添
付
書
類
】

　

左
記
が
記
載
さ
れ
た
障
が
い
者

手
帳
等
の
写
し

・
交
付
、
判
定
機
関
名

・
交
付
番
号

・
障
が
い
の
程
度

・
障
が
い
名
ま
た
は
診
断
名

・
交
付
判
定
年
月
日
（
最
新
の
日
付
）

・
有
効
期
限
（
手
帳
等
に
記
載
の

あ
る
場
合
の
み
）

【
勤
務
場
所
】
八
雲
町
役
場

【
雇
用
期
間
】

　

6
月
1
日
〜
令
和
4
年
3
月
31

日
（
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
あ
り
）

【
勤
務
日
】
月
〜
金
曜
日

【
勤
務
時
間
】
午
前
8
時
30

分
〜

午
後
3
時
30

分

【
業
務
内
容
】
役
場
庁
舎
保
全
業

務
、
書
類
配
送
業
務
、
町
有
施
設

管
理
、
清
掃
業
務
、
草
刈
り
、
除

雪
等
の
補
助
業
務

【
報
酬
】
時
給
9
6
0
円

【
保
険
等
】

　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用

保
険
・
労
災
保
険
に
加
入

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験

【
申
込
期
限
】
4
月
30

日
（
金
）

　
　
　

午
後
5
時
15

分
ま
で

　
　
　

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

【
試
験
予
定
日
】
5
月
13

日
（
木
）

（
集
合
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
1
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〈
広
告
〉

　

教
育
委
員
会
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
開
催

を
延
期
し
て
い
ま
し
た
令
和
3
年

（
令
和
2
年
度
）
の
成
人
式
を
左

記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】
5
月
2
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
3
時

【
会
場
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
栄
町
13

│
1
）

　

対
象
は
平
成
12

年
4
月
2
日
か

ら
平
成
13

年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
名
簿
は
令
和
2
年

11

月
1
日
時
点
の
住
民
基
本
台
帳

に
基
づ
い
て
作
成
し
、
対
象
者
へ

案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
学
生

で
一
時
的
に
住
民
票
を
移
し
て
い

る
方
や
、
八
雲
町
出
身
で
現
在
他

市
町
村
に
お
住
ま
い
の
方
で
も
出

席
で
き
ま
す
の
で
、
4
月
14

日

（
水
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
成
人

式
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
事
前
申

込
と
し
、
ご
家
族
の
入
場
は
新
成

人
1
名
に
つ
き
1
名
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

最
新
の
情
報
は
、
町
Ｈ
Ｐ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
社
会
教
育
課　

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
3
1
3
1

・
熊
石
教
育
事
務
所

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

　

5
月
16

日
（
日
）
に
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
「
第
27

回
熊
石
あ

わ
び
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
観
光
客
、

地
域
住
民
、
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
る

多
く
の
方
々
へ
の
健
康
に
配
慮

し
、
今
年
も
中
止
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
石
あ
わ
び
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
（
熊
石
総
合
支

所
産
業
課
内
）

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

令
和
3
年
八
雲
町
成
人
式

の
お
知
ら
せ

第　

回
熊
石
あ
わ
び
の
里

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
中
止

に
つ
い
て

27

【
令
和
3
年
度
予
防
接
種
の
実
施

　

に
つ
い
て
】

　

昨
年
、
2
社
あ
る
日
本
脳
炎
ワ

ク
チ
ン
製
造
業
者
の
う
ち
、
阪
大

微
生
物
病
研
究
会
で
製
造
が
一
時

停
止
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和

3
年
中
の
ワ
ク
チ
ン
供
給
量
が
大

幅
に
減
少
し
、
不
安
定
と
な
る
見

込
み
で
す
。
そ
の
た
め
、
令
和
3

年
度
に
お
い
て
は
優
先
的
に
接
種

を
受
け
て
い
た
だ
く
方
へ
個
別
に

通
知
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
接
種
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
道
外
在
住
時
に
定
期

接
種
を
受
け
た
の
ち
八
雲
町
へ
転

入
さ
れ
、
接
種
回
数
が
残
っ
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
、
お
手
数
で
す

が
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
必

要
に
応
じ
接
種
日
等
を
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

接
種
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る

方
で
通
知
が
届
い
て
い
な
い
場
合

や
不
明
な
点
は
、
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
令
和
3
年
度
優
先
接
種

対
象
年
齢
】

①
平
成
30

年
4
月
2
日
生
〜
平
成

31

年
4
月
1
日
生

②
平
成
21

年
10

月
2
日
生
〜
平
成

22

年
4
月
1
日
生

③
平
成
15

年
4
月
2
日
生
〜
平
成

17

年
4
月
1
日
生

【
接
種
会
場
】

・
八
雲
地
域　

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

・
熊
石
地
域　

熊
石
国
保
病
院

【
接
種
費
用
】

　

八
雲
町
の
実
施　

無
料

　

町
外
医
療
機
関　

有
料
（
た
だ

し
、
進
学
・
長
期
里
帰
り
等
の
事

情
に
よ
り
、
生
活
の
居
所
が
町
外

に
あ
る
方
で
、
八
雲
町
の
依
頼
に

よ
る
接
種
に
つ
い
て
は
、
償
還
払

い
（
払
い
戻
し
）
が
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）
。

【
そ
の
他
】

　

①
、
②
の
対
象
者
お
よ
び
③
の

一
部
（
平
成
16

年
6
〜
7
月
、
10

〜
11

月
、
平
成
17

年
2
月
〜
4

月
1
日
）
の
方
に
つ
い
て
は
、
日

程
が
確
定
次
第
順
に
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。
過
去
に
一
度
で
も
接
種

を
受
け
ら
れ
た
方
で
、
令
和
3
年

度
内
に
定
め
ら
れ
た
年
齢
（
7
歳

6
か
月
、
13

歳
、
20

歳
）
へ
達
す

る
前
に
規
定
回
数
分
の
接
種
を
完

了
す
る
た
め
の
猶
予
が
な
い
方
に

も
通
知
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

定
期
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

ま
た
、
今
ま
で
一
度
も
接
種
を
受

け
た
事
の
無
い
方
の
う
ち
、
下
記

に
該
当
す
る
方
は
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
過
去
に
一
度
も
接
種
を
受
け
た

事
の
な
い
方
の
う
ち
、
令
和
3

年
度
に
接
種
可
能
な
方
】

⑴
平
成
25

年
10

月
8
日
生

 

〜
平
成
30

年
4
月
1
日
生

⑵
平
成
20

年
4
月
8
日
生

 

〜
平
成
21

年
10

月
1
日
生

⑶
平
成
13

年
4
月
17

日
生

 

〜
平
成
15

年
4
月
1
日
生

【
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1
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■
「
約
束
は
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
誰
も
が
一
度
は
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、「
〇
〇
法
に
違
反
す
る
、
無
効
な
契

約
」
と
い
う
ふ
う
な
言
い
回
し
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
範
囲
ま
で
約
束
で
（
つ
ま
り
契
約
で
）
決
め
る
こ
と
が
で
き
て
、

ど
の
範
囲
を
超
え
る
と
無
効
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
線
引
き
は
、
ど
う
い
う
考
え

に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

■
民
法
な
ど
の
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
る
条
文
は
、
実
は
、
数
の
面
で
見
れ
ば
当
事
者
の
合

意
で
異
な
っ
た
条
件
に
定
め
る
こ
と
も
で
き
る
「
任
意
法
規
」
と
呼
ば
れ
る
条
項
の
方
が
多

い
で
す
。「
約
束
は
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
の
背
景
の
一
つ
に
、「
ど
ち

ら
か
に
と
っ
て
不
利
益
な
約
束
で
あ
れ
ば
、
応
じ
な
い
は
ず
だ
。
」
つ
ま
り
「
お
互
い
が
納

得
し
た
の
だ
か
ら
、
合
理
的
な
条
件
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
」
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。

土
地
を
売
る
際
に
、
買
主
が
提
示
し
た
買
取
価
格
が
不
当
に
低
い
と
思
っ
た
の
な
ら
、
売

ら
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
の
に
、
実
際
に
売
っ
た
な
ら
ば
そ
の
価
格
で
い
い
と
双
方
思
っ
た

の
だ
ろ
う
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。

■
し
か
し
、
右
の
考
え
方
は
対
等
な
二
人
の
間
の
関
係
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取

れ
る
と
思
い
ま
す
。
片
方
の
交
渉
力
が
強
け
れ
ば
、
条
件
の
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
弱
い
方

は
強
い
方
の
提
示
す
る
条
件
に
応
じ
る
ほ
か
な
い
で
す
。
労
働
者
と
使
用
者
、
消
費
者
と

事
業
者
、
個
人
の
債
務
者
と
貸
金
業
者
、
賃
貸
物
件
の
入
居
者
と
大
家
な
ど
、
日
常
生
活

の
中
に
力
関
係
に
差
が
あ
る
関
係
は
た
く
さ
ん
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
い
う
場

合
に
「
約
束
し
た
こ
と
」
に
任
せ
て
い
て
は
不
合
理
か
つ
正
義
に
反
す
る
状
態
が
生
じ
ま

す
。
そ
こ
で
、
契
約
で
は
上
書
き
で
き
な
い
内
容
を
法
律
で
定
め
て
（
こ
れ
を
「
強
行
法

規
」
と
い
い
ま
す
。
）
、
も
し
強
行
法
規
に
反
し
た
契
約
を
し
た
と
し
て
も
無
効
と
さ
れ
ま

す
。「
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
」
の
領
域
を
作
る
こ
と
で
、
交
渉
力
が
弱
い
人
々
を
保
護
し
て

い
る
の
で
す
。

■
さ
て
、
当
事
務
所
で
は
、
各
種
法
律
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
一
定
の
要
件
を
満
た

す
方
に
つ
い
て
は
、
3
回
ま
で
の
無
料
法
律
相
談
や
、
ご
自
宅
・
入
所
施
設
等
へ
の
無
料

出
張
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
気
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ぜ
ひ
「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
（
☎
0
5
0
│
3
3
8
3
│
8
3
6
6
）
」
ま

で
相
談
予
約
の
お
電
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
（
☎

0
5
0
│
3
3
8
3
│
5
5
6
3
）
」
で
も
、
ご
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信

決
め
ら
れ
る
こ
と
、
決
め
ら
れ
な
い
こ
と

八雲警察署からお知らせ

【運動期間】4月6日（火）～15日（木）の10日間
【交通事故防止のポイント】
　１　子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
　○家庭や地域の大人が手本となって基本的な交通ルールを教え、交通安全意識を高めていきましょう。
　○交通事故死者数全体のうち、高齢者が半数近くを占めています。ドライバーのみなさんは、思いや
りのある安全運転を心がけましょう。

　２  全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　○シートベルトは命綱！自動車に乗ったら、全ての座席で必ずシートベルトを正しく着用しましょう。
　○飲酒運転の根絶！運転者はもちろん、同乗者、車を貸した者、酒を飲ませた者にも厳しい罰則が課
せられます。道民一人ひとりが「飲酒運転をしない、させない、許さない」という強い気持ちで北
海道から飲酒運転を根絶しましょう。

【問い合わせ先】函館方面八雲警察署　 10137－64－2110

～手をあげて
　　じぶんでまもろう
　　　いのちのあいず～

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所　

弁
護
士　

塚
本　
　

恒

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

vol.

106

春の全国交通安全運動の実施

　例年4月に入ると行者ニンニクやタケノコ等の山菜採り事故が発生しています。慣れた山でも油断せ
ず、次の点に注意しましよう。
　1　行き先や帰宅時間を家族に伝えましょう。
　2　自分の体調、天候や時間に合わせ、無理に山奥に入らないようにしましょう。
　3　複数人で入山し、単独での入山は避け、お互いの位置を確認しましょう。
　4　万が一遭難した場合に備え、目立つ色の服装で入山しましょう。
　5　携帯電話や周囲に自分の存在を知らせることができるホイッスルを持ちましょう。

山菜採りによる事故の防止
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みんなの年金ガイド
「令和3年度年金出張相談所」開設日
および「国民年金保険料学生納付特例
制度」について

◆問い合わせ先　　請求手続きや届け出など　ねんきんダイヤル 10570－05－1165

　　函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など（国民年金課）

　　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど（お客様相談室）

　　役場窓口　　　　　住民生活課社会係（窓口６番） 10137－62－2112（内線244）

　　　　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課 101398－2－3111

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

10138－82－8002
※アナウンスに従いおかけください。

知っ
て

おき
たい

年金相談は完全予約制です。ご希望の方は、住民生活課社会係までご連絡願います。

今月の年金相談

4月8日（木）

10:30～12:00

13:00～15:00

役場第1・2会議室

完全予約制
次回は5月13日（木）です。

年金相談所開設日について
　令和３年度は下記の日程で、役場において年金相談所を開設します。

　年金出張相談所は一人ひとりの相談内容に即したものとするため「完全予約制」となっていますので、

相談を希望される方は開設日の１週間前までに事前予約をいただきますようお願いします。

　なお、予約状況によっては、翌月以降の開設日のご案内となる場合がありますので、お早めのご予

約をお願いします。

【年金相談所開設日】

　※　開設日および会場は変更になる場合もありますので、毎月の「広報やくも」でご確認ください。

　※　予約の際に、基礎年金番号をお伺いしますので、あらかじめご用意お願いします。

　※　予約状況により、ご希望の日時を指定できないことがあります。

国民年金保険料学生納付特例制度について
　学生納付特例制度は、学生の方が、申請により国民年金保険料の納付が猶予される制度です。保険

料の納付が困難なときはそのままにせず、下記のとおり手続きを行いましょう。

【手続きの方法】

・令和２年度（令和２年４月～令和３年３月）の学生納付特例の承認を受けた方で、令和３年度（令和３

年４月～令和４年３月）も在学予定の方は、４月始めに再申請の用紙が日本年金機構より送付されま

すので、引き続き学生納付特例制度をご希望の場合は、必要事項を記入の上ご返送ください。

・上記以外の方（令和３年度中に20歳になる方、すでに20歳になっているが令和２年度は学生納付特

例制度の手続きをしなかった方など）は、役場または各支所、年金事務所にて受け付けています。

【必要なもの】

①年金手帳など基礎年金番号のわかるもの、または個人番号カードなど個人番号のわかるもの

②窓口に来る方の本人確認書類（運転免許証など写真付き公的証明書なら１つ、保険証など写真無しの

　ものなら２つ）

③学生証のコピーまたは在学証明書の原本

④印鑑

4月18日（木）

5月13日（木）

6月10日（木）

7月 8日（木）

18月15日（木）

19月19日（木）

10月17日（木）

11月11日（木）

開　　　設　　　日

12月19日（木）

令和4年1月13日（木）

令和4年2月17日（木）

令和4年3月10日（木）
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スポーツをしようY ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

【各事業の申し込みは総合体育館まで】
■八雲町総合体育館　1０１３７－６２－２１４１
　【開館時間】　午前 ９時～午後９時
　　　※日曜日・祝日は午後５時まで
　【休 館 日】　月曜日
　　　※月曜日が祝祭日の場合は、祝祭日
　　　　明けの平日が休館日となります。

■熊石教育事務所　　1０１３９８－２－３１１１

◎
温
水
プ
ー
ル
開
館
日
の
変

　

更

　

5
月
1
日
（
土
）
か
ら
開
館
日

が
変
更
と
な
り
ま
す
。

【
開
館
日
】

・
火
〜
金
曜
日

　

午
後
2
時
〜
8
時
30

分

※
休
館
時
間 

午
後
5
時
〜
6
時

・
土
曜
日

　

午
後
2
時
〜
5
時

【
休
館
日
】
日
・
月
曜
日

 

各
屋
外
体
育
施
設
の
ご
利
用
の

際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
と
し
て
、
次
の
こ
と

を
守
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
せ
き
や
発
熱
等
の
風
邪
の
症
状

の
あ
る
方
は
ご
利
用
を
控
え
て

く
だ
さ
い
。

②
移
動
等
の
際
は
、
マ
ス
ク
を
着

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
活
動
中
は
、
熱
中
症
対
策
の
た

め
除
く
。

③
３
つ
の
密
（
密
閉
・
密
集
・
密

接
）を
避
け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☆
温
水
プ
ー
ル
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

スポーツ少年団では、団員を募集しています。問い合わせは事務局までお寄せください。

◆八雲地域　八雲スポーツ少年団本部事務局（総合体育館内） ☎０１３７－62－２１4１

◆熊石地域　熊石スポーツ少年団事務局（熊石教育事務所内） ☎０１３98－2－3１１１

熊石
地域

単位団名

剣 道

柔 道

卓 球

空 手

陸 上

ヤ ン ガ ー ズ 野 球

ス キ ー

バ レ ー ボ ー ル

サ ッ カ ー

ミニバスケットボール

落 部 陸 上

相 沼 空 手

募集対象

小１～高３

小１～高３

小1～中３

小１～高３

小３～小６

小１～小６

小１～中３

小3～小６

小１～小６

小１～小６

小３～小６

小１～高３

活 動 日

火・金

水・金・土

火・木・土

水・金

火・木・土

水・木・金・土

（夏）水　（冬）月・水・金

火・木・土

火・木

月・水・金

火・木

月・火・金

代表指導者

阿部　雄一

佐藤　隆雄

服部　朋晃

古澤　新一

古村　　光

西田　修章

片倉　　匠

保原　岳人

菊地　満彦

横手　梨沙

白鳥　佑一

田村　　旭

八　

雲　

地　

域

※活動日、募集対象は「予定」ですので、詳しくは事務局までご確認ください。代表指導者は、3月1日現在

　の代表者を記載しています。

スポーツ少年団

☆
各
体
育
施
設
利
用
に
つ
い

　

て
の
お
知
ら
せ

39　Yakumo Public Relations Vol.187



〇乳幼児健診・相談・予防接種
◎変更した日程は上記の表に太字で記載しています。
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広報 広報 広報 広報 広報 広報 広報

届
出
期
間

令
和
3
年
2
月
6
日
か
ら

令
和
3
年
3
月
5
日
ま
で

戸
籍
の
窓

この広報の製作費は、１部あたり104円です。

■ 男 １7,677人 （＋ 3人）

■ 女 １7,978人 （－ 6人）

■合計 15,655人 （－ 3人）

■世帯 １8,082戸 （＋ 8戸）

２月末日現在住民基本台帳調べ

前月対比

世帯と人口 健　康　メ　モ

《 八 雲 地 域 》

12：30

12：30

９：30

９：30

12：30

13：15

13：15

要予約

シ ル バ ー プ ラ ザ

３ カ 月 健 診

６ カ 月 相 談

９カ月・乳児相談

１ 歳 児 相 談

１歳６カ月健診

３ 歳 児 健 診

５ 歳 児 健 診

歯科検診・フッ素塗布

ほっとママの会

母 親 学 級

離 乳 食 教 室

◆
乳
幼
児
・
母
子
関
係

シ ル バ ー プ ラ ザ

八雲総合病院

（南棟4階）

シ ル バ ー プ ラ ザ

ＢＣＧ・水 痘

ＭＲ（麻疹・風疹）

ロ タ

日 本 脳 炎

B 型 肝 炎 ・

ヒ ブ ・

小児用肺炎球菌・

四 種 混 合

◆
予
防
接
種

要予約

※日本脳炎予防接種の詳細については、下記問い合わせ先までご
　連絡ください。
※健診や予防接種の際、お子さんやご家族の方に発熱や下痢、ひ
　どい咳等、体調不良の場合は事前にご相談ください。２週間以
　内の体調不良は日程を延期していただく場合がございます。

【問い合わせ先】保健福祉課（シルバープラザ内）
 10137－64－2111

内 　　容
日　　　程

会　　　　場
受付

時間5 月4 月

８日（木）

13日（火）

13日（火）

14日（水）

22日（木）

８日（木）

22日（木）

14日（水）

９日（金）

９日（金）

28日（金）

13日（木）

27日（木）

６日（木）

31日（月）

27日（木）

11日（火）

11日（火）

12日（水）

13日（木）

27日（木）

13日（木）

14日（金）

18日（火）

５日（月）

８日（木）

22日（木）

６日（火）

15日（木）

コロナウイルス対策による変更について

発熱があり、医療機関を受診される時は、必ず事前に電話相
談をお願いします。
○かかりつけ医がいる方は、かかりつけ医に電話相談を！
○かかりつけ医がいない方は、以下の連絡先に電話相談を！
北海道新型コロナウイルス感染症健康相談センター
10800－222－0018（24時間対応・通話料無料）

発熱時の医療機関受診方法について

７日（水）

14日（水）

21日（水）

28日（水）

《 熊 石 地 域 》

シ ル バ ー プ ラ ザ

3 カ 月 健 診

1歳6カ月健診

3 歳 児 健 診

5 歳 児 健 診

◆
乳
幼
児
関
係

12：15

12：15

13：15

13：15

熊 石 国 保 病 院

ヒブ・肺炎球菌

Ｂ 型 肝 炎

四 種 混 合

Ｂ Ｃ Ｇ

ロ タ

ＭＲⅠ・Ⅱ 期

水 痘

◆
予
防
接
種

13：00

内 　　容
日　　　程

会　　　　場
受付

時間5 月4 月

８日（木）

22日（木）

８日（木）

22日（木）

27日（木）

13日（木）

27日（木）

13日（木）

【問い合わせ先】熊石総合支所住民サービス課
 101398－2－3111

12日（水）

19日（水）

26日（水）

20日（木）

20日（木）

20日（木）

20日（木）

20日（木）

20日（木）

22日（木）

22日（木）

22日（木）

22日（木）

22日（木）

13：30 八 雲 保 健 所精神保健専門相談

※精神保健相談は予約が必要です。希望する方は、実施日の前の
　週の金曜日までに下記までご連絡ください。
※精神保健専門相談５月の実施はありません。

【問い合わせ先】八雲保健所 10137－63－2168

８日（木）
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